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① 平成18年度 企画提案書

H17年度の事業受託業者の責務として

２年目のスムーズな事業開始を実現すべく
既に一部団体との交渉・協議を始めております。

ここでは、その進捗状況を交えながら
効果的で現実的な企画をご提案します。



ア) 全体計画

※今回のご提案は実現性を十分考慮して企画しておりますが、本企画書に記載されております「特定団体名」「個人名」等につきまし
ては、提案内容をご説明する上での『想定』であり、当該団体・個人についての交渉、本人確認等は全て行っているわけではありません。
情報公開の際には、あらかじめこの点をご留意下さいようお願い申し上げます。



平成18年度：地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業の基本方針
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4平成18年度： 現状認識と国民運動二年目の位置づけ

平成17年は、京都議定書が発効し、政府の地球温暖化対策推進本部が発足。

目標達成計画も策定され、温暖化防止活動が具体化する基礎ができた。

当国民運動は、夏の軽装推進を入り口に冷房の温度設定の調節という課題に取り組み、

永田町／霞ヶ関／大手町を震源地とした「COOL BIZ」は、96％の認知、33％の実行率、46万トンのCO2削減、

さらに1112億円の経済効果（第一生命研究所）も生んで、各社の商品開発にも火をつけることとなった。

「地球をクールに、景気をホットに」（小池大臣）の好例となったばかりでなく、日本流行語大賞を初めとする流行の発信源としても成功した。

「WARM BIZ」も、経済と環境の好循環の輪に入りつつある。

また、私鉄のなかには、冬の暖房温度調節に取り組むところも出てきており、温度調節に取り組む裾野は広がりつつある。

なによりも、これらの言葉と併せて「温暖化防止」という言葉が人口に膾炙し、問題への認識が高まると同時に、

“ライフスタイルの変革と経済とは両立できる”という観念と行動が広がったのは大きかったといえる。

眼を地域に転じると、ドイツではじまった「フィフティ・フィフティ」が、三重県／杉並区など一部の自治体にも広がりつつある。

そして、平成18年。今年は３つの節目を迎える。

その１．今年ようやく、「COOL BIZ/WARM BIZ」の習慣化、また本格的な商品がそろったことで、定着の年を迎えるということ。

その２．原油高のエネルギー危機の中で、長期エネルギー需給見通しの議論が９月から始まるということ。

その前の４月には、グリーン購入法施行から５周年、改正省エネ法による省エネマークの統一など、

エコ製品の買い換えを促進する機運が高まること。これはエネルギーなど「見えない無駄」への注意喚起を行う好機といえる。

その３． 容器包装リサイクル法が改正され、食品リサイクル法と家電リサイクル法施行から５年を経て見直しの審議が始まるということ。

これによってリサイクルに再び注目が集まることが予想され、

昨年マータイさんによって広まった「MOTTAINAI」、小池大臣の「フロシキ」と併せて、３Rの視点から温暖化問題に取り組む好機となる。

さらに来年は 京都議定書の第１次約束期間実施の前年にあたる。

自治体、オフィスなどへの温暖化防止計画の策定と報告が本格化するほか、

IPCCによる第４次レポートにおいて温暖化影響に関する最新の知見の発表も予定されている。

そうした背景のなかで、今年の国民運動に課せられる役割は、

「地球をクールに、経済をホットに」が企業の行動として日常化され、消費者もそれを後押しするライフスタイルに着手すること。

つまり、「経済と環境の好循環」が社会にビルトインされた社会への移行が本格化する日本への離陸が目標といえる。
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5平成18年度： 「国民運動」の目的と目標

図表. 平成18年度「国民運動」の目的と目標

地球温暖化問題に対する国民の関心は高いものの具体的な温暖化防止行動の実践
までには至っていない現状を打開するため、国民一人ひとりの具体的な温室効果ガスの
削減行動を促し、ライフスタイル・ワークスタイルを変革することが目的である。

• 目的

• 目標

経済界等各界と連携しながら、広く国民に対して普及啓発を行い、将来的には約５％
以上の国民（約630万人）が何らかの地球温暖化防止行動を実践し始めることを目標
（平成18年度中には100万人を目標）とする。

※平成18年度地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業 基本仕様書より（平成18/1/30)
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6平成18年度の基本戦略： 「チームプレー」

平成17年度の地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業は、

「チーム・マイナス６％」の名のもと、約18万人の個人と5000社の企業・団体のチーム員登録を得ることに成功しました。

しかし、真の「国民運動」として目標全国各地の末端まで参加実感を醸成するまでには至れていません。

そこで、２年目となる平成18年は、「情報」に加えて「実体」を幅広く流通させることにより全国的な参加実感を獲得し、

チーム･マイナス６％の「国民運動」を定着・加速させることが必要です。

では、「国民運動」の２年目は、運動論として何が違うのか。

博報堂は、本年度の成功要因である 「テコの原理・連鎖反応・自然増殖」というスキームを活用し、

「中央からの情報発信型」から、「全国同時参加型」への重心を移動させます。

具体的には、行政主導でチームメイトを増やしていくだけではなく、

チームメイト間の自発的な活動（実体作り）を増殖させるフレームを構築・提供することで、

企業・国民主導で新たなチームメイトを巻き込んで運動を実現する戦略です。

１年目が「チームづくり」だったとすれば、２年目は「チームプレーの創出」。

個々人で取り組むことでは生み出せない相乗効果の創出を目指します。

“チームプレー”だから、楽しい。

“チームプレー”だから、目に見える。

“チームプレー”だから、もっと広がる。

博報堂は、平成18年度の「チーム･マイナス６％」の基本戦略を「チームプレー」の視点で考えます。
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平成18年度： 運動全体の基本方針～「チームプレー」の概念図

図表.平成18年度の基本戦略: 「チームプレー」

平成17年度の国民運動

呼びかけによりチームメイトを増やし
チームづくりを促進する

平成18年度の国民運動

（引き続き呼びかけてチームメイトを増やしつつ）
チームメイト同士の連携による

チームプレーを実践させる

連携の
プラットフォーム

を提供

単に「呼びかける」だけでなく、「声を聞き」そして「フィードバック」する。
活動しているチームメイト同士が「つながる仕掛けを提供」する。

運動は「点」が「線」になり、やがて「面」となってゆく。
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8平成18年度： 運動全体の基本方針～「チームプレー」の具体化

図表. 平成18年度の基本戦略: 「チームプレー」の具体例

平成17年度：「チームづくり」 平成18年度：「チームプレー」

実施本部実施本部

「６つの取組」
(取組1・4・5)

「６つの取組」
(取組1・4・5)

団体の連携団体の連携

集中キャンペーン集中キャンペーン

チーム員100万人チーム員100万人

WEBWEB

「実施本部」の設立 「実施本部」の機能・役割・担当を拡充し、
チームプレーの基盤を作る。

「COOL BIZ」を中心とした
賛同企業での展開

取組ごとの賛同企業の巻き込みとフォロワー企業へのアプローチにより、
いろんなカタチのチームプレーを生み出す。

経済界を中心とした
様々な団体の巻き込み

新たな業界団体、NPO・NGO 等との連携を進め、
チームプレーに参加するプレイヤーを増やす。

都市部を中心とした展開
地域を巻き込んだ展開と新たな取組での集中キャンペーン実施し、
チームプレーのフィールドを広げる。

チーム・マイナス６％WEBサイトの
立ち上げとリンクの強化

チーム・マイナス６％WEBサイトの機能を強化し、
お互いのチームプレーを可視化させる。

マイナス６％WEBサイトを中心とした
登録誘導

チーム・マイナス６％WEBサイト以外に新たな登録の入り口を作り、
ロイヤリティの高いプレイヤーを増やす。

健全な危機意識
の醸成

健全な危機意識
の醸成

チーム・マイナス６％WEBサイト
での展開

様々な団体、企業と連携した危機意識の醸成のための施策により、
チームプレーのモティベーションを高める。

効果測定効果測定
様々な階層やフェーズにわけた
効果測定の実施

効果測定の継続と適切なフィードバックの実施により、
チームプレーが生んだ成果を知らせる。
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9平成18年度： 「国民運動」全体像

効果測定の実施 ・H17年度の調査結果の活用 ・調査のサブシステムの導入 ・調査結果の戦略的なリリースによる事業本体の盛り上げ

「実施体制」の強化・拡充

・ 「実施本部」の役割・機能強化
- 名称・ロゴ・コンテンツ利用の徹底

・ 博報堂全社体制でのサポート

団体との更なる連携

・地方自治体、ＮＰＯ等との連携強化
・経済界/労働組合/ﾒﾃﾞｨｱ/WEBとの連携
の継続・強化

「６つの取組」の実践

・ 取組1、取組4、取組5への選択と集中
-各取組ごとの施策の実施
-賛同企業の巻き込み

・ その他取組における来年への布石

チーム員100万人の達成

・取組１、４、５の削減アクションとの連動
・健全な危機意識情報による啓発
・上記をサポートするツール・メリット開発

国
民

「6つの取組」
国全体国全体

【ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ】
小泉総理

小池環境大臣

【実施】
環境省

「取組４」賛同企業
（平成17年度）

「取組４」賛同企業
（平成17年度）

5,000社賛同企業
（平成17年度）

5,000社賛同企業
（平成17年度）

「取組１」賛同企業
（平成17年度）

「取組１」賛同企業
（平成17年度）

取
組
1
．

温
度
調
節
を
通
し
た
削
減

取
組
2
．

水
道
利
用
を
通
し
た
削
減

取
組
3
．

自
動
車
利
用
を
通
し
た
削
減

取
組
5
．

ゴ
ミ
を
通
し
た
削
減

取
組
6
．

電
源
を
通
し
た
削
減

取
組
4
．

商
品
選
択
を
通
し
た
削
減

「実
施
本
部
」設
置

＋

博
報
堂
（全
社
体
制
）

経済界
（経団連・同友会）

経済界
（経団連・同友会）

労働組合労働組合

NPONPO

地方公共団体地方公共団体

国民の5%（630万人）
以上が行動

18万人

100万人

平成17年度

平成18年度

「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」「賛同企業」「各種団体」

WEB賛同企業
（平成17年度）

WEB賛同企業
（平成17年度）

目標

ﾒﾃﾞｨｱ/WEBﾒﾃﾞｨｱ/WEB ﾏｽメディア賛同企業
（平成17年度）

ﾏｽメディア賛同企業
（平成17年度）

「チーム・マイナス６％」
チーム員

WEBの強化・拡充

・ 外部ｻｲﾄとの連携強化
・ チーム員同士の連携強化
・チーム員100万人への囲い込み

集中キャンペーンの実施 ・取組４へのフォーカス ・「政府の本気感」の提示と家電メーカー・流通と一貫したキャンペーン展開

健全な危機意識の醸成 ・・汎用性の高いＰＲ素材の作成 ・危機感醸成に効果的なタッチポイントでの配布・露出

目標



1.「実施体制の強化・拡充」について



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

111.1. 「実施体制の強化・拡充」： 基本方針

現行「実施本部」の
役割・機能を強化・拡大

現行の「実施本部」に、参加の呼びかけ
だけでなく「チーム・マイナス６％」の施策
及び企業・団体との連携施策の企画・実
施、成果物の確認・管理・進行等を取り
まとめる機能を強化。また、それらを効率
的に推進するための担当も新たに配置し、
より実行力のある『実施本部』とする。

「実施本部」を協力にサポートする
博報堂全社支援体制の配備

企業・団体との連携をより効率的・効果
的に進めるべく、「実施本部」をサポートす
る機能を、地域（支社／地域法人）も含
め博報堂グループ全社で対応する体制を
配備する。

企業や団体に対する活動参加の
声かけ機能に留まらない

「実施本部」の強化・拡充

具体的には？
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121.2.1 「実施体制の強化・拡充」： 「実施本部」の設置と主な役割・担当

図表1.2.1. 「実施本部」の設置と主な役割・担当

■ 地域における活動活性化のための体制づくり
・ 地域毎に競い合うﾒﾆｭｰ構築
・ 全国同時開催「象徴イベント」への参加
・ チーム員同士の連携支援

■ 取組1 「COOL BIZ」
・ 「COOL BIZ」未浸透企業への対応

(経団連、賛同企業、ｱﾊﾟﾚﾙ、小売)
・ 「エコアジア2006」によるｱｼﾞｱへの波及
・ ﾒﾃﾞｨｱとの連携による情報発信

■ 取組1 「WARM BIZ」
・ 衣食住の観点から「WARM BIZフェア」実施

■ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 企業連携(家電ﾒｰｶｰ、量販店、eｺﾏｰｽ) 
・ NPOとの連携(家電買い替え融資ﾓﾃﾞﾙ) 
・ 診断ﾂｰﾙの開発/利用促進

■ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 企業、団体との連携によるエコバッグ、ふろしき普及

(ﾕﾆﾁｬｰﾑ,ﾘｸﾙｰﾄ,JOC,JFA,新聞社,ﾌｼﾞﾃﾚﾋﾞ)
・ふろしきによる包装導入

(ﾙｲ･ｳﾞｨﾄﾝ、百貨店協会、日比谷花壇)
■ 取組2 (水道利用を通した削減)

・ 企業連携(INAX、TOTO)
■ 取組3 (自動車利用を通した削減)

・ 企業/団体連携(出版社、道の駅)
・ ｺﾝﾃﾝﾂによるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの普及(歌、CS放送)

■ 取組6 (電源を通した削減)
・ ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝｲﾍﾞﾝﾄ 表参道ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ

■ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 「環境技術立国」宣言広告
・ テレビ特番「地球環境ｽﾍﾟｼｬﾙ」
・ 小池大臣広告

■ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 家電各社純粋広告連動
・ タグラインタイアップ（団塊企画）
・ もったいない企画

モッタイナイＴＶＣＭ、マータイさん企画
「買い替え ｖｓ MOTTAINAI」

・ 団塊マーケット向け買替促進企画

■ 各施策の中間指標測定
■ 各施策のCO2削減量測定

(CO2削減に直接効果のない施策は
間接的な指標を用いて評価)

■ 外部ｻｲﾄとの連携
・ Yahoo！JAPAN環境月間での連携
・ i-modeｻｲﾄとの連携

■ ｺﾝﾃﾝﾂの活用
・ ｵﾘｼﾞﾅﾙ映像の配信､環境関連映像のｱｰｶｲﾌﾞ化
・ ｱｰﾃｨｽﾄｺﾗﾎﾞ､日本ｻｯｶｰ協会･ﾌﾟﾛ野球OBｸﾗﾌﾞｺﾗﾎﾞ
・ 調査研究機関の成果を広報
・ 「温暖化の気象への影響」ﾒﾙﾏｶﾞの配布

■ ﾂｰﾙによる登録誘導
■ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

■ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ チーム員同士の連携強化
・ 地方団体との連携強化
・ 個人チーム員同士の連携強化

各組織の主要な役割

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機意識の醸成(4) 健全な危機意識の醸成

(5) 集中キャンペーン(5) 集中キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員100万人(7) チーム員100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

組織図

■ 全体戦略 (立案/提案/調整(環境省/博報堂))
・ H18年度提案書(４月ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ)
・ H18年度下期提案書
・ 財務省予算獲得提案書立案
・ H19年度提案書

■ 全体実行計画 (立案/管理)
・ ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

■ 全体進捗報告 (環境省/博報堂)
・ 月次報告
・ 四半期報告/上期報告/下期報告
・ 最終報告

■ ﾄｯﾌﾟ営業 (企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ/ﾌｫﾛｰ)
・ 経団連/経済同友会(北城代表)
・ 企業 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度100社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規100社)
・ ISP/ﾎﾟｰﾀﾙ 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度8社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規10社)
■ 予算配分 (計画/立案/交渉/進捗管理/承認)

・ 「予算配分の考え方」進化
・ H18年度予算計画立案

■ 全体管理仕組み作り
・ 営業進捗
・ 予算進捗
・ 組織/役割/責任 改善
・ 課題管理

■ 博報堂のﾌｫﾛｰ
・ 組織/人事変更の場合

(8) 効果測定
・ 各施策の中間指標測定
・ 各施策のCO2削減量測定

(6) WEB
・ 外部ｻｲﾄとの連携
・ チーム員同士の連携強化

(7) チーム員100万人
・ ﾂｰﾙによる登録誘導
・ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

(9)アフターフォロー
・ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ 各施策の進捗ﾚﾋﾞｭｰ/管理/ﾌｫﾛｰ
(2) 団体との連携

・ 地域における活動活性化の為の体制づくり
(3) 「６つの取組」

・ 取組1 「COOL BIZ」/ 「WARM BIZ」
・ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 取組2 (水道利用を通した削減)
・ 取組3 (自動車利用を通した削減)
・ 取組6 (電源を通した削減)

(4) 健全な危機意識の醸成
・ ｺﾝﾃﾝﾂの活用

(5) 集中キャンペーン
・ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

各組織の主要な役割 担当者 担当者

・栫井
・ｺﾐｯﾃｨ

石寺、宮久、伊藤、
松永、桜井、三村、染谷

・イーソリューションズ

・野村
・小谷/松風、加藤/水口
・波房/西+4名 、川廷/山口

・鶴田/西山/松永
・宮久/木原
・伊藤/本橋/五十嵐/加藤
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・伊藤、小谷、後藤
・桜井、川廷、石川

・桜井/川廷/田中/石川
・伊藤
・鶴田/木原
・宮久/伊藤

・三村/染谷/音部/宇野
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・三村/染谷/音部/大久保
・営業1名

・石寺/吉田/古賀/夏目

・今村/竹林/高見 ＋1名
・村上/安光/片岡
・藤田/伊藤(玉)/島田/栄田
・電話ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ2名

対応営業2名

対応営業2名

共通

「実施本部」



2.「６つの取組の実施」について
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152.「６つの取組」の実施： 取組に共通する全体方針

取組１の継続と
取組４、取組５への着手

昨年成功を収めた「COOL BIZ」を中心と
する取組１は完全定着を目指す。
取組４は、削減効果が高く、かつ今年注
力することで効果が増大する要因も多い
ため、特に集中的に実施。
また取組５については、既に今期から施策
に着手していることをより拡充する。

「テコの原理」を活用した、
企業・団体との更なる連携

取組を問わず、今年の成功要因の一つ
でもある「テコの原理」を活用し、実施本
部が中心となって、様々な企業・団体との
連携を実現させ（既に一部交渉中）、
個々の取組の実施機会をできるかぎり数
多く創出する。

統合情報戦略に基づいた
全体計画の構築

当事業を後押しさせる“論調づくり”を重
視。情報波及力の高いメッセンジャー選
定や、マスコミ等で取り上げられやすい社
会日程や企業・団体活動との適切なタイ
ミング同期、そしてそこで発信するメッセー
ジ同期などを考慮した“統合情報戦略”
の視点で全体計画を構築。

取組１、４、５の選択と集中と
効果的な情報波及の仕組みに基づいた

テコの原理を最大限に活用した新たな実施機会の創出

具体的には？

その他取組については
イ）計画詳細篇へ
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2.1.「取組１：温度調節を通した削減」
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172.1.1.「COOL BIZ」/｢WARM BIZ｣： 基本方針

平成17年度「COOL BIZ」賛同・実
施企業に対する継続実施の支援

全就業者の32.7％の「COOL BIZ」実践
者に対し、継続実施の支援と同期づけを
行い、室温28度設定の徹底と今年と同様
以上のCO2削減を目指す。

未浸透層の攻略①
賛同企業からの啓発および
トップアプローチによる攻略

未浸透層である外回りの営業職や中小
企業の就業者にとっての行動障壁を下げ
る施策を実施し、室温28度設定の実施
人数を増やし、更なるCO2削減を目指す。

未浸透層の攻略②
アジアからの情報逆輸入による攻略

「エコアジア2006」との連携を図り、アジア（海
外企業）での「COOL BIZ」の認知・実践の拡
大をはかると共に、“アジアでの話題化”という
情報の逆輸入によって国内の実践を促進。

未浸透層の攻略による
「COOL BIZ」の完全定着化

ライフスタイルコンセプトとしての
「WARM BIZ」の完全定着化

ライフスタイルコンセプトの認知・理解の向上
と

衣食住への連携拡大

衣類まわりでのコンセプト認知に留まった平成17年に対し、
次年度は新たに食・住領域にも施策を拡大し、ライフスタイ
ルコンセプトとしての「WARM BIZ」の定着化を目指す。

平成17年度「WARM BIZ」賛同・実施企業

に対する継続実施の支援

全就業者の30.4％の「WARM BIZ」実践者に対し、継続
実施の支援と同期づけを行い、室温20度設定の徹底と今
年と同様以上のCO2削減を目指す。

具体的には？

具体的には？
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182.1.2.「COOL BIZ」における連携企業・団体の拡大

平成17年度自主PR・賛同企業から未浸透企業・団体への声かけの実施や、未実施層攻略を目的とした実施本部
が中心となって企業・団体への声かけ（一部声かけ済）することで「COOL BIZ」の完全定着を目指す。

図表2.1.2. 平成18年度 連携企業・団体の拡大: 取組1 「COOL BIZ」取組1

経済界

波及効果による企業参加
• 賛同企業による未実施層の攻略
• トップアプローチによる未浸透層の攻略
• 「エコアジア ２００６」での波及効果

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

小売
(37社)

賛同企業
(5,000社)

賛同企業
(3,700社)(合計で全企業の0.5%)

ｻｰﾋﾞｽ業/公共機関

中小企業/営業職

ﾒﾃﾞｨｱ連携

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(96社)(合計でｱﾊﾟﾚﾙの25%)

小売
(30社)(合計で小売の35%)・経団連/同友会

・日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会
・日本百貨店協会 等

地方関連団体
地方企業や地方メディアとの連携

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※
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192.1.3.「WARM BIZ」における連携企業・団体の拡大

平成17年度自主PR・賛同企業からの未浸透企業・団体への声かけだけでなく、実施本部を中心となって、ライフスタ
イルコンセプトにあてはまるアパレル以外の企業・団体へ声かけ（一部声かけ済）することで「WARM BIZ」の理解促進・
完全定着を目指す。

図表2.1.3. 平成18年度 連携企業・団体の拡大: 取組1 「WARM BIZ」取組1

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

小売
(37社)

賛同企業
(5,000社)

賛同企業
(3,700社)(合計で全企業の0.5%)

食品ﾒｰｶｰ
(10社)(食品ﾒｰｶｰの上位10社

飲料ﾒｰｶｰ
(32社)(飲料ﾒｰｶｰの50%)

住宅ﾒｰｶｰ
(12社)(主要住宅ﾒｰｶｰの50%)

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(96社)(合計でｱﾊﾟﾚﾙの25%)

小売
(30社)(合計で小売の35%)・経団連/同友会

・日本ﾁｪｰﾝｽﾄｱ協会
・日本百貨店協会
・全国清涼飲料工業会
・住宅生産団体連合会 等

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加
• 食品、住宅業界への波及

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携



2.2 .「取組4：商品選択を通した削減」
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212.2.1.「省エネ製品買替｣： 基本方針

①家電業界・流通業界との
連携による

一貫した施策の実施

省エネ製品の中でも日本が誇る環境技
術が組み込まれ、かつ削減効果の高い
家電製品にフォーカス。それを企画・製造
する家電メーカーは勿論、それを販売する
家電量販店等とも連携し、製販一貫し
た施策で行動を喚起する。

②“買替行動”をサポートする
CO2削減量が計測できる

シミュレーターの開発

携帯電話等で簡単にCO2の排出量が計
算でき、買い替えるべき電化製品をみつ
けるためのシミュレーターを開発。売り場、
ＷＥＢ等と連動を図りながら、買い替え行
動をキメ細かく後押しをする。

企業・団体連携と自主活動を促す
国民に“気づき”を提供する

集中キャンペーンの実施

平成18年度は主に取組４に軸足をおい
て生活者に“気づき”を与える集中キャン
ペーンを実施。これを、既に声かけが済ん
でいる企業・団体も含めた様々な連携の
キックオフおよび支援ブースターとして活用
する。

家電・流通業界との連携による
省エネ家電買替を促進させる“気づき”の提供と
“買替行動”を促す後押しツールの提供の実施

集中キャンペーン
詳細は80Ｐへ

具体的には？
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222.2.2.①「省エネ製品買替」における連携企業・団体の拡大

平成17年度に自主的にPRを実施した企業への平成18年度展開の協力を依頼済みであり、また集中キャンペーンや
シミュレーションツールの提供をブースターとした、フォロワー企業・他業界の巻き込みを行う。

図表2.2.2. 平成18年度 連携企業・団体の拡大： 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
省ｴﾈ製品買替

取組4

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

家電量販店
(3社)

家電ﾒｰｶｰ
(5社)

ｴﾈﾙｷﾞｰ
(26社)(ｴﾈﾙｷﾞｰ事業者の25%)

小売
(19社)(小売の10%)

住宅・ﾏﾝｼｮﾝ・住設
(70社)(住宅・ﾏﾝｼｮﾝ・住設の25%)

EC事業者
(5社)(主要EC事業者の50%)

家電量販店
(21社)(合計で家電量販の25%)

家電ﾒｰｶｰ
(5社)(合計で家電の30%)

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加
• 住宅、ｴﾈﾙｷﾞｰ業界への波及

・経団連/同友会
・省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ
・日本電機工業会
・日本冷凍空調工業会
・日本情報技術産業会 等

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「「フォロワーフォロワー賛同企業」（目標）賛同企業」（目標）

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
提
供

集中キャンペーンの実施

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携
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図表.2.2.4 ②-1 「行動」への後押し： 「診断・効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」全体構造（案）

家電メーカーから提供された商材別データを元に省エネ情報DBを構築し、省エネ情報DBと連動した診断ツールを
「チーム・マイナス６％」実施本部から多様なタッチポイントに提供することで国民全体への普及をはかる。

ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ

「チーム・マイナス
６％」本ｻｲﾄWEB

「チーム・マイナス
６％」本ｻｲﾄWEB

診断ﾂｰﾙ

ISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾒﾃﾞｨｱ

診断ﾂｰﾙ

主な役割

凡例

診
断
ツ
ー
ル
を
多
様
な
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
に
提
供

ﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄ別の展開診断ﾂｰﾙ開発・管理・提供省ｴﾈ情報DB構築

研究機関（例）研究機関（例）

省エネルギーセンター

LCA研究センター

「チーム・マイナス６％」実施本部

「診断・効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」

省ｴﾈ情報ＤＢ 診断ﾂｰﾙ

ISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙ家電量販店

診断ﾂｰﾙ

ISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙISP/ﾎﾟｰﾀﾙ特定ｾｸﾞﾒﾝﾄ向け

診断ﾂｰﾙ

各業界の企業各業界の企業各業界の企業家電ﾒｰｶｰ（例）

国民国民

利用

利用

利用

利用

お墨付き提供

商材別
ﾃﾞｰﾀの
提供

診断ﾂｰﾙの開発

2.2.4. ②-1 「行動」への後押し： 「診断・効果シミュレーション」全体構造（案）
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242.2.4. ②-2 「行動」への後押し： ｢診断･効果シミュレーション｣利用イメージ

ターゲットのタッチポイントでの｢気づき｣の提供､いつでもどこでもできる｢診断･効果シミュレーション｣で実感､すぐに買替ア
クションをとれる事で｢行動｣へと後押しする｡

図表2.2.4.②-2 「行動」への後押し： ｢診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣利用ｲﾒｰｼﾞ

ﾀｰｹﾞｯﾄのﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄでの｢気づき｣ﾀｰｹﾞｯﾄのﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄでの｢気づき｣ いつでもどこでもできる
｢診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣で｢気づき｣を実感

いつでもどこでもできる
｢診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣で｢気づき｣を実感

すぐに買替ｱｸｼｮﾝ(商品検索等)すぐに買替ｱｸｼｮﾝ(商品検索等)

ﾀｰｹﾞｯﾄのﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄﾀｰｹﾞｯﾄのﾀｯﾁﾎﾟｲﾝﾄ 診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

価格比較ｻｲﾄ等で
｢診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣ﾂｰﾙ紹介

｢診断･効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ｣
ﾂｰﾙ利用

関連各社ｻｲﾄへﾘﾝｸ

○○ｻﾝの家電診断結果○○ｻﾝの家電診断結果

現在最新型と比較した場合､

毎月XX(円)の損

毎月YY(Kg)のCO2を余分に排出

運動賛同企業ﾘﾝｸ

※「チーム・マイナス６％」より共通ﾂｰﾙ提供

家電診断結果ｲﾒｰｼﾞ図

家電関連各社
ｻｲﾄへﾘﾝｸ

平
成1

8

年
度
の
展
開

店頭/ECへ

検索・比較検討

家電ﾒｰｶｰ・量販ｻｲﾄ

価格比較ｻｲﾄ 等

5.2.2.9. 
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252.2.4. ②-3 「行動」への後押し： 「診断・効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」機能概要

図表.2.2.4.②-3 「行動」への後押し： 「診断・効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」機能概要

ユーザーが商品・メーカー・機種・規格等の家電情報を入力することで、データベース内の家電製品情報を取得し年
間のコスト削減量・CO2削減量を算出・表示する。

• ｺｽﾄ削減量算出 = 現使用家電のｺｽﾄ - 最新家電のｺｽﾄ
9,384(円/年) － 3,000(円/年) ＝ 6,384(円/年)

• CO2削減量算出 = 現使用家電のCO2排出量 - 最新家電のCO2排出量
460(Kg/年) － 150(Kg/年) ＝ 310(Kg/年)

• ｺｽﾄ削減量算出 = 現使用家電のｺｽﾄ - 最新家電のｺｽﾄ
9,384(円/年) － 3,000(円/年) ＝ 6,384(円/年)

• CO2削減量算出 = 現使用家電のCO2排出量 - 最新家電のCO2排出量
460(Kg/年) － 150(Kg/年) ＝ 310(Kg/年)

■ ｺｽﾄ・CO2削減量算出

■ 入力画面

冷蔵庫商品

松下電器産業

NR-D42M2

450～500L

メーカー

機種

規格

①

②

③

④

入力内容

（注） 他の処理ﾊﾟﾀｰﾝについては別紙参照

使用家電ﾃﾞｰﾀ

C02排出量（Kg/年）ｺｽﾄ（円/年）

4609,384

ﾒｰｶｰ 機種 規格商品

松下電器産業 NR-D42M2 450～500L冷蔵庫

最新家電ﾃﾞｰﾀ

C02排出量（Kg/年）

150

ｺｽﾄ（円/年）

3,000

ﾒｰｶｰ 機種 規格商品

シャープ SJ-HV46J 450～500L冷蔵庫

取得条件 取得ﾃﾞｰﾀ
省ｴﾈ情報

DB

■ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用ﾃﾞｰﾀ取得 ⇒ 必要なﾃﾞｰﾀと確認先は次ﾍﾟｰｼﾞ参照

■ 出力画面

6,384円

310Kg

出力内容

• 年間のｺｽﾄ削減量

• 年間のCO2削減量

ﾕｰｻﾞｰ側 「診断・効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ」ﾂｰﾙ側



2.3 .「取組5：ゴミを通した削減」
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272.3.1.取組５「ゴミを通した削減｣： 基本方針

著名人を活用した
「包む」「運ぶ」文化の見直し

「フロシキ」をスポーツアスリート／デザイ
ナーなどの著名人に積極的に使ってもらう
ことで、若年層を中心に「包む」・「運ぶ」と
いう文化の見直し機運を醸成する。

チーム登録企業など
協力企業・団体員を起点とした

利用促進

チーム登録企業など協力企業・団体の
組織員のレベルからレジ袋削減活動実
践を進め、それを先行事例としてパブリシ
ティ化。「意識」「ライフスタイル」改革の糸
口となる普及策を模索する。

流通・経済団体等との連携による
「フロシキ」「エコバッグ」の普及と

結果としてのレジ袋使用の削減

「包む」「運ぶ」ことに関連する
企業・団体との連携

小売企業／メーカー直営店に限らず、旅
行業界など幅広い分野と連携し、「フロシ
キ」普及を通じて、無意識レベルにあった
過剰包装を断る気づきを与える。

具体的には？
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282.3.2.「ゴミを通した削減」における連携企業・団体の拡大

平成17年度に自主的にPRを実施した企業への平成18年度展開の協力を依頼済みであり、また波及効果として、
フォロワー企業・他業界の巻き込みを行うことが考えられる。

図表2.3.2. 平成18年度 連携企業・団体の拡大： 取組5 ゴミを通じた削減取組5

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

賛同企業VIP
(数社)

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

旅行
(1社)

旅行
(1社)

旅行
(12社)(合計で主要旅行業の25%)

小売
(47社)(合計で小売の25%)

旅館
(400件)(JTB旅連の10%)

小売
(数社)

賛同企業
(4,250社)(全企業の0.25%)

ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ
(数社)

・経団連/同友会
・日本旅行業協会
・JTB旅館ﾎﾃﾙ連盟

ｽﾎﾟｰﾂ界

・JOC
・JFA

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加
• 世界的ｲﾍﾞﾝﾄにより海外へ波及

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

ゴミ削減

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携



3.「健全な危機意識の醸成」について
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303.1.「健全な危機意識の醸成」： 基本方針

ＰＲ素材を
効果的な “タッチポイント”で配布

左記のＰＲ素材を、刷り込み効果が期
待できる初等教育の現場を中心に配布。
さらには、集客力のあるタッチポイント（ス
ポーツイベント/映画/NPO・NGOイベント
/ポータルサイト/空港等）でも積極的に配

布もしくは上映し、「危機感」の共有を促
進する。

身近なものに翻訳した受信者発想のＰＲ素材の作成・配布と
スポークスパーソン等を通じた

様々なタッチポイントでの情報提供による意識の改善

身近でわかりやすく汎用性の高い
危機感醸成用ＰＲ素材の作成

地球温暖化問題に対する危機感が高
めるために、遠く離れた土地で起こる現
象ではなく、より身近で起こる現象に翻
訳し、見た人が共感できるパブリシティ用
の映像素材を作成する。

受信者に影響力をもつスポークス
パーソンを介した情報提供

コンサート／スポーツイベントなど、集客
力のあるタッチポイントでは、左記のＰＲ
素材の配布だけでなく、若者や様々な人
に影響力を持つスポークスパーソン（アー
ティストや選手等）から、危機意識関連
情報を発信することで国民の意識の改
善を目指す。

具体的には？
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313.2.「健全な危機意識の醸成」におけるオリジナル映像制作の考え方

より国民の生活に身近な話であると感じられるように

親しみのもてる人物（スポーツ選手や有名人等）や動物（犬・ペンギンなど）をメッセンジャーとして起用。

露出する各状況に効果的なメッセンジャー版を作成することで、共感を高める。

◆ 地球温暖化のメカニズム

◆ 温室効果の説明

◆ 温室効果ガスの種類、排出量

◆ 温暖化の進行のシミュレーション

◆ 温暖化の影響、氷河の融解、海面

の上昇、生態系への影響
等で映像は構成

共通する訴求点 訴求メッセージ（例）

なにしろ私たちは真夏でも毛皮を
脱ぐわけにはいかないのです。

ヒナの巣が雪どけ水につかり、た
くさんの命が奪われています。

地球温暖化は、ほんとうを言えば地球の
危機ではなく人間の危機である。そう思う
のです。

温暖化によってウィン
タースポーツが、私の夢
が消えてしまいます。

緑の芝生がなくなると
サッカーができる場所が
減っていきます。

受信者発想による翻訳

地球を離れて生きた人類はいな
い。温暖化のための「チーム・マ
イナス６％」にご参加ください。



4.「集中キャンペーンの実施」について
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334.1.「集中キャンペーンの実施」： 基本方針

「政府の本気」の提示による
「テコの原理」の活用と
「自然増殖」の創出

エアコン／冷蔵庫を中心としたボーナス商
戦の山場である６月にむけ、効果が最大
化するタイミングを狙って、集中的にメー
カー／流通に「政府の本気」を伝える。

政府のメッセージを起点に
メーカーから店頭まで一貫させた

ストーリーでの情報展開

昨年７月の政府メッセージ「産業革命の
つぎは環境革命です」の流れを受け、小
泉総理→小池大臣→家電メーカー＆家
電流通において、一貫したストーリーでの
情報を展開し、国民の行動喚起につな
げる。

メーカー／流通が連動して
活用可能なキーワードの開発･発信

昨年度の取組１における「COOL BIZ」/
「WARM BIZ」に相当するような、メーカー
／流通の独自展開上でも自主的に活用
可能なキーワードを開発し、連携して発信
していく。

取組4を中心に
「政府の本気」が伝わるメッセージを起点とした

家電メーカー・流通を巻き込むキャンペーンの実施

具体的には？
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344.2.「集中キャンペーンの実施」： 全体構造

日本の「高度な環境技術」に焦点を当て、
国、企業、国民を巻き込んだ活性化を図る

基本方針①

展開イメージ

Kick off:
2006年4月28日（金）

展開期：
2006年5月以降

コンセプト

考え方

環境技術立国、日本へ。

環境革命の次へ

さあ、環境技術を、ご家庭に。

企業から個人へ
一人一人ができること

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ 小泉純一郎総理大臣 小池百合子環境大臣

広告の狙い

世界に誇る日本の環境技術。
この、「ものづくりの国日本の技術こそ
が、世界の温暖化防止に大いに貢献

している。」という事実を
首相の言葉を通じて企業・国民が

再認識し、エコ意識をより強く自覚、
実践することを狙う。

企業努力に比して家庭における削減
効果が出ていない。昨年来一斉を風
靡したCOOLBIZ意識を、今度は家庭
の中で展開しようという呼びかけを行う。

効果的削減のポイントとして
①エコ商品への買い替え
（日本の技術を家庭に）

②過剰包装撲滅に向けてのふろしき
普及（日本の知恵を家庭に）

を柱に訴求してゆく。

位置づけ
家電買い替えに向けての

“思想的背景・総論”
各論展開への

“ブリッジ”

日本の「高度な環境技術」を実体として家庭に普及させ
「技術立国日本」をより進化させる

基本方針②

連携期
2006年6月～

わが社の環境技術自慢

環境技術の実体

環境技術の進化体感（１０年比較）

セールストークとしての環境技術

各家電メーカー
（その他：建材・素材・自動車等）

各家電流通企業

各社とも環境技術の進化は目を見張る
ものがあるものの、このテーマに絞った訴

求の機会は少ない。
この機会に、自社の自慢の環境技術を
大いに訴求し、環境技術立国の技の実
体をより広く認識してもらうことを狙う。

環境技術立国に住む一人として、
環境技術を積極的に家庭に取り込むことを
推進する。そのために、日本のこの１０年の
進化が如何に素晴しいかを過去とに比較に

よって気づかせ、価値化することを狙う。

環境技術立国たる所以を明確にし、
“家電販売へつなぎ”

最も効率的にCO2を削減する
“アクション”
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354.3.「集中キャンペーンの実施」： 全体スケジュール

Kick off:
2006年4月28日（金）

展開期：
2006年5月以降

コンセプト

考え方

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

連携期
2006年6月～

わが社の環境技術自慢

環境技術の実体

環境技術の進化体感（１０年比較）

セールストークとしての環境技術

各家電メーカー
（その他：建材・素材・自動車等）

各家電流通企業

制作物

環境技術立国宣言。

環境革命の次へ

さあ、環境技術をご家庭に。

企業から個人へ
一人一人ができること

小泉純一郎総理大臣 小池百合子環境大臣

各家電メーカーの広告例
各量販店

店頭・チラシイメージ

新聞広告

統一メッセージ展開

※個々の制作物の詳細については
ウ）制作物概要で説明

統一メッセージ展開

テレビＣＦ
集
中ｷ

ｬ
ﾝ
ﾍ゚ー

ﾝ



5.「WEBの強化・拡充」について
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375.1.「ＷＥＢの強化・拡充」： 基本方針

チーム員100万人化施策による
誘導

多角展開した各種ツールによる参加
動線を拡大すると共に、チーム員メリッ
トの創出により、WEBサイトへのアクセ
ス数を増やす。

① 有力外部サイトとの連携

ＩＳＰ／ポータルなど外部サイトと積極
的に連携。さらにコンテンツの充実化
も進め、「チーム・マイナス６％」サイト
へ誘導をはかる

② チーム員同士の連携強化

チーム員の取組状況を「チーム・マイナ
ス６％」サイトに集約するなど、チーム
員の再来訪を促す施策を継続的に
展開。

外部ｻｲﾄとの連携やＷＥＢ自体の機能強化による
チーム員同士の連携促進と100万ＰＶの達成

具体的には？
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385.3.① 外部ｻｲﾄとの連携

国民の日常の接点であるＩＳＰ・ポータルなどの外部ｻｲﾄと広範なタイアップを行なうことで「チーム・マイナス６％」コンテンツ
の充実化を図り、「チーム・マイナス６％」WEBサイトはポータル機能に特化する。

国民のｱｸｾｽ経路

凡例

国民外部ｻｲﾄの例「チーム・マイナス６％」WEBｻｲﾄ

外部ｻｲﾄの協力で
ｺﾝﾃﾝﾂを展開する

地球温暖化防止のための
ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ機能に特化する

・ﾁｰﾑ員管理
・ﾁｰﾑ員活動状況掲載
・ﾁｰﾑ員への情報発信

図表5.3. 外部サイトとの連携

「チーム・マイナス６％」WEBｻｲﾄ
ＩＳＰ

ｺﾝﾃﾝﾂ

ﾓﾊﾞｲﾙ
ｺﾝﾃﾝﾂ

ｺﾐｭﾆﾃｨ
ｺﾝﾃﾝﾂ

ﾎﾟｰﾀﾙ
ｺﾝﾃﾝﾂ

ｺﾝﾃﾝﾂ
へのﾘﾝｸ
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395.4. ②チーム員同士の連携強化

図表５.4. チーム員同士の連携強化

個人ﾁｰﾑ員
ｺﾝﾃﾝﾂ

賛同企業
ｺﾝﾃﾝﾂ

賛同団体
ｺﾝﾃﾝﾂ

個人ﾁｰﾑ員

賛同企業賛同企業

ｺﾝﾃﾝﾂ作成・更新

ｺﾝﾃﾝﾂ作成・更新

ｺﾝﾃﾝﾂ作成・更新

「チーム・マイナス６％」WEBｻｲﾄ

賛同団体賛同団体

温暖化関連情報

【ﾆｭｰｽ】
・XXX （2/17 Yahoo!)
・XXX （2/16 日経）

【法人、団体】
・XXX （2/16 環境省）
・XXX （2/1  JCCCA）

【地方】
・XXX （2/10 横浜)
・XXX （2/6   仙台）

省庁ｻｲﾄ省庁ｻｲﾄ

ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ

ﾆｭｰｽ

ﾆｭｰｽ

企業ｻｲﾄ企業ｻｲﾄ

環境ｺﾝﾃﾝﾂ
更新情報送信

更新情報送信

更新情報送信

温暖化関連情報がWEBｻｲﾄ
に集約できる仕組みを作る

チーム員同士の活動が互いに
見えるような仕組みを提供する

ブ
ロ
グ
シ
ス
テ
ム

コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
シ
ス
テ
ム

情
報
集
約
シ
ス
テ
ム

「チーム・マイナス６％」の賛同企業／団体、および個人が自ら情報を発信する仕組みをWEBサイトで提供し、チーム員
同士の活動が互いに見えるようにする。また、温暖化関連情報がWEBサイトに集約できる仕組みを作る。



6.「チーム員100万人の達成」について
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416.1.「チーム員100万人の達成」： 基本方針

取組１／４／５の
削減アクションとの連携

（理念ファースト→アクションファーストへ）

取組１／４／５の具体的な削減アクションと連
携させることで実践への敷居を下げ、より多くの
国民に参加してもらう。

チーム参加の誘発ツールの提供（①）と
参加の後押しとなるメリット（②）の提供

WEB以外の入り口作りの施策として、携帯や
様々なコンテンツを活かした“入り口”作りを進
めると共に、チーム員へのメリットも新たに開発、
提供していく。

削減アクションベースでの会員獲得と

それをサポートするツールとメリットの開発

によるチーム員100万人化の達成

具体的には？
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426.1. ① チーム参加を誘導するツールの活用

賛同企業/団体に対して、「チーム･マイナス６％」WEBサイトへの誘引をはかるツールやコンテンツを提供することで、参
加の導線を拡大する。

■ﾓﾊﾞｲﾙﾂｰﾙ（QRｺｰﾄﾞなど）の活用

取組１、４、５のｱｸｼｮﾝや危機意識情報とQRｺｰﾄﾞなどを
連携させることで、ﾓﾊﾞｲﾙからの参加を促す

■賛同企業/団体向け誘導ﾂｰﾙの活用

賛同企業/団体のｲﾝﾄﾗﾈｯﾄにチーム参加窓口を設けることで、
賛同企業/団体の従業員の参加を促す

■診断効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾂｰﾙの活用

取組４「省エネ製品買替」において、診断効果ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾂｰﾙ
を配布して利用者に気づきを与え、PC/ﾓﾊﾞｲﾙからの参加を促す

■誘引ｺﾝﾃﾝﾂの活用

取ISP・ﾎﾟｰﾀﾙを中心に「チーム･マイナス６％」WEBｻｲﾄへの誘引
ｺﾝﾃﾝﾂを製作してもらい、PC/ﾓﾊﾞｲﾙからの参加を促す

図表6.1. チーム参加を誘導するツールの活用
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436.1.② チーム参加の後押しとなるメリットの提供

「チーム･マイナス６％」の賛同企業/団体が、自主的に具体的なメリットをチーム員に与える方式を広めていくことで、
チーム員の参加を後押しする。

図表6.1. チーム参加の後押しとなるメリットの提供

a) 継続性：
賛同自主PR企業を中心に、「省エネ製品買替」や「COOL BIZ」
などの具体的なｱｸｼｮﾝに結び付けることが可能。

b) ﾀｰｹﾞｯﾄ：
４９００社の賛同企業/団体をﾍﾞｰｽとしたﾒﾘｯﾄの提供を行うことで
国民の幅広い層に対し全国規模の質の高いﾒﾘｯﾄを提供できる。

c) ｺｽﾄ：
会員証提示レベルで提供できるメリットを想定することで、
膨大なDBとコストを削減できる。

「チーム･マイナス６％」ﾒﾘｯﾄ提供のｲﾒｰｼﾞ図「チーム･マイナス６％」でのﾒﾘｯﾄ提供（案）

「チーム･マイナス６％」は仕組を提供し、賛同団体/企業が、自主
的にﾒﾘｯﾄをチーム員に与える方式を広めていく

「チーム･マイナス６％」は仕組を提供し、賛同団体/企業が、自主
的にﾒﾘｯﾄをチーム員に与える方式を広めていく

チーム員

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

チーム員

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

賛同企業
ﾒﾘｯﾄ

■チーム員はﾓﾊﾞｲﾙ会員証を利用

■賛同企業/団体は会員証提示によるﾒﾘｯﾄを提供



7.「団体との更なる連携」について
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497.1.「団体との更なる連携」： 基本方針

①活動の「自立」を念頭に置いた
地域単位の体制整備（チームづくり）

H19年度以降は、地域毎で自立的に活動
が推進されるように、地域単位の活動推進
者を位置づける。県単位で“チーム○○県”
としてチームを組織化する。

地域単位のモチベーションを
喚起する参加フレームの構築

ベスト・プラクティスを活用した地域活動の
活性化と、地域対抗・ＣＯ２削減プログラ
ムの実施によって、地域単位の活動への
求心力を強める。

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

本項に記した諸施策をより強固に推進す
るために、「チーム・マイナス6%」実施本部
内にブロック担当を新設する。

都道府県レベルでの、団体間の連携活動を組織化。
活動実践の受け皿を面的に拡げる。

活動主体を特定せず、地縁組織・ＮＰＯ/ＮＧＯなどあらゆる
ステークホルダーを巻き込む活動の活性化を目指す

地域活性化のための
実践的手法の提供

地域間で一斉に活動することで連帯し、よ
り国民運動としての盛り上がりを醸成。地
域密着型の恒常的なエコ具体策を提示し、
既存の地域催事での温暖化防止活動も
推進する。

具体的には？
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507.2.「団体との更なる連携」： 全体計画

交渉も含めた準備期間

◎
Ｃ
Ｏ
Ｐ
世
界
大
会
で
の
発
表

■
ア
ワ
ー
ド
本
番

■
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
実
施

プラットフォームづくり

プラットフォームとの関係強化

プラットフォームの活性化

交渉も含めた準備期間

チーム・マイナス６％アワード 準備期間 第１回ＣＯ２ダイエットグランプリ

③地域対抗・CO2削減
プログラムの実施

④既存の地域催事での
温暖化防止活動

⑤TM6%
ブロック担当

①チーム・○○県
活動推進委員会

②参加者にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞの
あるﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ～ ９月 10月 11月 12月 １月 ～ ３月

平成17年度 平成18年度 平成19年度

施策 連携先

・都道府県地球温暖化防止

活動推進センター

・都道府県庁

・各都道府県青年会議所

・地域ＴＶ・ラジオ

・地域新聞

・ＮＰＯ・ＮＧＯ

・地域出身の著名人 など

・地方環境事務所

・地方公共組織・地縁組織・地域企業

・活動推進組織

・ＮＰＯ・ＮＧＯ

など

・小池百合子大臣

・都道府県県知事会

・全国地球温暖化防止
活動推進センター

・日本青年会議所

・日本商工会議所

・民放連

・日本新聞協会

など

・ブラックイルミネーション事務局
・100万人のキャンドルナイト事務局
・打ち水大作戦本部
・教育委員会
・全国各地の小学校や公民館で行う

夏祭り主催者
・全国各地の高等学校
・Jリーグ
・エコ活動を実施している

サポーターズ・クラブ
・地球市民村参加NPO/NGO

など

・地方環境事務所
・活動推進委員会
・NPO/NGO

など

実施概要作成

交渉も含めた準備期間 告知啓発

交渉も含めた準備期間 地域活動推進期間

準備期間 選考～発表

交渉も含めた準備期間 全国のベストプラクティス
事例紹介

準備期間 全国のベストプラクティスを参考にした地域単位での実践

準備期間 地域住民、地域企業地への情報発信

交渉も含めた準備期間 ブラックイルミネーション 交渉も含めた準備期間 100万人のキャンドルナイト

交渉も含めた準備期間 全国100万人の打ち水大作戦

交渉も含めた準備期間 小学校エコ縁日

交渉も含めた準備期間 文化祭・エコラーニング 文化祭・エコラーニング

交渉も含めた準備期間 サッカー草の根活動

平成19年度も
同様に継続

交渉も含めた準備期間
ブロック担当の設置
地元とのネットワークづくり

交渉も含めた準備期間
ワークショップ開催
活動の広報協力

交渉も含めた準備期間 パブリシティの支援
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•都道府県センターを中心にした県単位の活動チーム（呼称：チーム・○○県）作り

•全国組織を持つ賛同団体の本部から、都道府県の関係団体に対し、各地域の活動推進委員会への参画を依頼

チ
ー
ム
・○
○
県

活
動
推
進
委
員
会
の
結
成

チ
ー
ム
・○
○
県

活
動
推
進
委
員
会
の
結
成

都道府県地球温暖化
防止活動推進センター

メディア

地域出身の著名人

応援団

活動推進委員会

推進者

各都道府県商工会議所

各都道府県青年会議所

公募による参加
NPO,NGO,企業､ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6%

社団法人日本民間放送連盟（202社）

社団法人日本新聞協会（143社）

全国知事会

全国地球温暖化防止
活動推進センター

社団法人日本商工会議所（全国523ヶ所）

社団法人日本青年会議所

◎活動推進委員会結成および運用のための協力体制

①上位組織からのトップダウン
②地域内でのコーディネーション

2層からのアプローチ

活動推進委員会を結成するため、上位組織からのトップダウ
ンに加え、地域での顔をつき合わせたアプローチが必須

｝

都道府県庁

地域ＴＶ・ラジオ局

地域新聞社
他
省
庁

政
府

チーム・マイナス６％
実施本部

チーム・マイナス６％ブロック担当

地方環境事務所

7.3. 「団体との更なる連携」：都道府県センターを中心にした県単位の活動チーム作り
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52
◎チーム・○○県による温暖化防止活動の協力体制

①トップダウンアプローチが有効な企業・団体
②顔をつき合わせたネットワーキングが必要な地縁組織、ＮＰＯ・ＮＧＯなど

2つのアプローチ｝

メディア

各都道府県青年会議所

地域出身の著名人

応援団

活動推進委員会

推進者

各都道府県商工会議所

都道府県地球温暖化防止活動
推進センター

公募による参加
NPO,NGO,企業､ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6%

都道府県庁

地域ＴＶ・ラジオ局

地域新聞社

ＮＰＯ・ＮＧＯ

市民団体

▼
▼
▼

地
域
企
業

チーム・マイナス６％ブロック担当

地方環境事務所

チーム・○○県の結成

巻き込み

巻き込み

都
道
府
県
民

市町村市町村

教育委員会教育委員会

消防団消防団

自治会自治会

振興組合振興組合

連携団体

▼
▼
▼

地域企業地域企業

地球温暖化防止活動推進員

活動推進組織

巻き込み
地方公共組織・地縁組織・地域企業

7.4. 「団体との更なる連携」：地域における県単位活動チームへの巻き込み
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537.5.「団体との更なる連携」：実践活動における地域単位の運営体制のサポート

国民運動・２年後の「自立」を念頭に、地域単位の体制を整備する（活動推進委員会設置による県単位チームづくり）
県単位チームによる活動を広報中心に支援するTM6ブロック担当を設置

ＴＭ6実施本部

TM6ブロック担当

チーム・○○県 活動推進委員会

（都道府県ｾﾝﾀｰなど）

連携団体Ａ 連携団体Ｂ 連携団体Ｃ 連携団体Ｄ

県民 県民

活性化

チーム・○○県

地元企
業

サポート

推進委員会の

コーディネート

及び

エンパワーメント

実践マニュアル

イベントマニュアル

提供

各県単位ﾁｰﾑの

活動情報の共有

実施本部からの
情報伝達

各地の

モデル事例の

共有

メディアとの

連携サポート

情報ノウハウ

の提供

（ワークショップ）



8.「効果測定の実施」について
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558.1.「効果測定」： 基本方針

本年度の調査フレームの継続と
対前年比較による分析の深堀り

基本的には本年度の調査フレームを継
続し、一般個人調査／一般企業・団体
調査／チーム登録個人調査／チーム登
録企業・団体調査の計４種の調査につ
いて、対前年比視点で調査結果の分析
を深め、削減量算出を徹底していく。

速報性の高いサブシステム構築と
調査結果のフィードバック

本年度の４調査に加えて、リアルな実践
状況が掴め速報性の高い携帯電話調
査をサブシステムとして採用。WEBパート
でのQRコードツール等を通じてチーム員を
獲得する際に簡易調査を実施し、調査
結果をサイトに反映させるほか、携帯電
話自体にもフィードバックできる仕組みをｌ
構築する。

調査結果の戦略的にリリースと
外部調査とのタイミング同期による
進捗状況の効果的なフィードバック

本年度の外部調査の内容や発表時期
を参考に、左記調査結果を戦略的にリ
リースし、パブリシティー露出を増やす。本
年度以上に、削減の進捗状況のフィード
バックの接点と発信回数を増やし、運動
参加のモティベーション向上に活用する。

平成17年度の調査フレームの継続に加え
速報性を高めたサブシステム構築と

調査結果を活用した運動盛り上げの実施

具体的には？
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568.2.① 対前年比較による分析の深堀り

平成17年度の調査フレームを継続し、各取組について対前年比較を行う。また、企業／個人におけるチーム員と
一般との比較も同様の視点で分析し、事業の進捗状況をきめ細かく把握する。削減量算出についても、本年度
の調査フレームと算出式も同様に継続し、時系列比較の視点を加味して分析する。

2.チーム員との比較

1.対前年比での比較の実施

５０％

ＣＯ２削減になるなら
実践したい

今後は実践したい

実践している計

実践したいとは思わない

平成17年度

平成18年度

「非実践意向者」
徐々に実践度を高め
最終的に「実践」へ

中間指標の活用

各
取
組
に
お
い
て

平
成
17
年
度
比+

5%

を
目
指
す

健
全
な
危
機
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
で

中
間
指
標
の
意
識
を
高
め
る

各取組ごとに

上記のような視点にたった調査を及び分析を以下の４つの調査で実施。
一般個人調査

一般企業・団体調査
チーム登録個人調査

チーム登録企業・団体調査

一般個人

チーム登録
個人

一般
企業・団体

チーム登録
企業・団体

個
人
調
査

企
業
・団

体
調
査

各
取
組
に
お
い
て

チ
ー
ム
員
の
意
識
の
高
さ
を
把
握

3.削減量の算出 「冷房の設定温度28℃」総ＣＯ２削減量（例）

賛同企業数目標値：3,500社※1（大企業262社※２：中・小企業3238社※2）

※1：全企業数＊（株式会社及び有限会社）150万社のうち0.05%（7,500社）が賛同すると仮定（H17年度
「COOL BIZ」賛同企業数4,000社を含むので、新賛同企業数は3,500社する）

※２：大企業と中小企業の比率を7.5：92.5とする。 （H17年度実績値→大企業270社：中小企業3730社）

大企業CO2削減量 262×303t※3=79,386t削減
中小企業CO2削減量 3,238×101t※3=327,038t削減

※３：大企業は中小企業に対して3倍の電力を消費していると仮定し、昨年実績値46万ｔを 大企業・中小企
業の比率で換算

17年度削減量 46万ｔ 18年度削減量 87万ｔ
（新賛同企業3500社として試算）

新たに41万ｔ削減
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578.2.② 速報性の高い調査のサブシステムの構築

リアルな実践状況を把握するため、実践直後の生活者意識をその場で聴取る手法として、携帯電話を通じた調査
を効果測定のサブシステムとして採用する。結果的に、今まで取りづらかった若年層のデータ収集、ＷＥＢサイトなどと
の連携も容易となる。

調査の実施
ＷＥＢ上での

リアルタイム集計

各削減

アクション時

例えば「COOL BIZ」
商品購入時等

チーム員登録

取組実践度や
行動意向の把握

ＱＲコードによる
アクセス

調査結果の
送信

実施本部

・調査結果のフィードバック
・メルマガの配信
・会員メリットの付与

フィードバックの実施

調査データの蓄積及び
分析の実施

（チーム員登録による
フェースの把握）



イ) 計画詳細

※今回のご提案は実現性を十分考慮して企画しておりますが、本企画書に記載されております「特定団体名」「個人名」等につきまし
ては、提案内容をご説明する上での『想定』であり、当該団体・個人についての交渉、本人確認等は全て行っているわけではありません。
情報公開の際には、あらかじめこの点をご留意下さいようお願い申し上げます。



1.「実施体制の強化・拡充」について

計画詳細篇
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クールビズ技術の活用
活発化

省エネルギー技術の活用
活発化

伝統的な包装技術の活用
活発化

取組1

取組4

取組5

参加機会の提供
具体行動の啓発に重点化

4月4月 5月5月 6月6月 ７月７月 8月8月 9月9月 10月10月 11月11月 12月12月 1～3月1～3月

子供にも理解できるような教材として情報提供子供にも理解できるような教材として情報提供

危機意識情報を映像化して情報提供危機意識情報を映像化して情報提供

国民のライフ
スタイルが変革する

危機意識

地方巻込

取組
2･3･6

CO2削減の意識と行動が

個人の生活圏内で活発化
ＣＯ２削減にむけた

行動が自分事化される

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
国
民
運
動
と
し
て
チ
ー
ム･

マ
イ
ナ
ス
６
％
が
浸
透
す
る

エネルギーの
モッタイナイ
自分事化

エネルギーの
モッタイナイ
自分事化

未浸透層
実践拡大

未浸透層
実践拡大

アジア諸国
情報波及

アジア諸国
情報波及

エネルギーの
モッタイナイ

論争化

エネルギーの
モッタイナイ

論争化

フロシキ ステイタス化フロシキ ステイタス化

エネルギーの
モッタイナイ

顕在化

エネルギーの
モッタイナイ

顕在化

クールビズ
継続推進

クールビズ
継続推進

来期

温
暖
化
運
動
の
自
主
的
な
取
組
が
活
発
化
す
る

MY フロシキ
MYバック

定着化

MY フロシキ
MYバック

定着化

自分事化
（団塊世代に重点化）

自分事化
（団塊世代に重点化）

過剰包装＝勿体ない
の常識化

小中学校向け
教材化

小中学校向け
教材化

映像
コンテンツ化

映像
コンテンツ化

【準備期間】
受信者発想で既存の情報を

咀嚼し易いように翻訳

【準備期間】
受信者発想で既存の情報を

咀嚼し易いように翻訳

【準備期間】
地域単位でのネットワーク

協力関係の構築

【準備期間】
地域単位でのネットワーク

協力関係の構築

危機意識情報・地域施策と抱き合わせた
具体的な行動啓発

地元祭り・学園祭･企業イベントでの温暖化防止運動 推進地元祭り・学園祭･企業イベントでの温暖化防止運動 推進

地域単位のﾁｰﾑ対抗 CO2削減運動事業地域単位のﾁｰﾑ対抗 CO2削減運動事業

環
境
技
術
立
国
宣
言

環
境
技
術
立
国
宣
言

フロシキ ムーブメント化フロシキ ムーブメント化

タッチポイント拡大タッチポイント拡大

クールビズ
夏の軽装として定着化

省エネ視点での
買替意識を醸成

フロシキを介した過剰包装
＝勿体ないの気付き

省エネ視点での
買替行動 定着化

ウォームビズの
概念 定着化

ウォームビズ
衣食住への拡充

ウォームビズ
衣食住への拡充

受信者に影響力をもつスポークパーソンを介して情報提供受信者に影響力をもつスポークパーソンを介して情報提供イベント向け
情報加工

イベント向け
情報加工

日本の環境技術が
世界に誇る「環境ブランド」
として国民に認識される。

集中キャンペーンと連動した
取組別の啓発に重点化

詳細篇① 実施本部が策定する平成18年度の情報戦略全体マップ



2.「６つの取組の実施」について

計画詳細篇
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詳細篇 「取組１：温度調節を通した削減」
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63詳細篇1. 「COOL BIZ」における情報戦略の考え方

「COOL BIZ」における情報戦略の考え方
二年目を迎えた「COOL BIZ」、今年は昨年ほど話題化されにくいと考えられる。

そのためにも、エコアジアを起点としたアジアへの拡大を活用し、アジアでも「COOL BIZ」が普及している様子を伝
えることで、国内の「COOL BIZ」実施意欲の向上に結びつける。

アジアでの普及を伝える
ことで国内での常識化に

結びつけ､未浸透層にまで
実践者が拡大する。

COOL ＢIZ
継続推進

アジア波及
情報拡大

未浸透層
実践拡大

創意工夫の商品、続々
今年もクールビズはじまる。

COOL BIZ運動､アジアに拡大 アジアへの普及が、
営業職や制服ビジネスマンを刺激

【 情報戦略の組み立て方】

注目喚起 情報波及 行動喚起

獲得する「結果」
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64施策① パブリシティー

政府・行政

クールビズ

●小池環境相
「クールビズ技術は
世界に誇る日本の環境技術」

●クールビズ商戦目前、
各社独自のクールビズ商品
を一挙紹介

●御手洗新会長
クールビズで就任会見
「産業と環境の両立がテーマ」

●今日は衣替え、
政府・行政機関一斉にクールビズ

●小池環境相
「全アジアにクールビズ定着を」 ●環境省と国交省が

環境」と「観光」の両立で連携

●車両内を２８℃設定に。
「クールビズで乗って欲しい」

●大臣からの暑中見舞い
「クールビズしてますか？」

●アジア発のビジネススタイル
クールビズを欧米各国も評価

●クールビズ関連商品
予想以上の販売成果
「顧客層の拡がりが目立った」

●アジアに普及する
日本のクールビズ運動。

御手洗新会長
クールビズで所信表明

●05年の御礼
06年度の継続呼びかけ

●アジアへの波及を決意

●クールビズを教材に環境授業

・御手洗新会長が就任
・気象記念日（27日）
※ｱﾊﾟﾚﾙ/流通がクールビズ売り場づくり

・ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ６％１周年
・入学式/入社式

集中
CP

小泉総理
環境技術立国

宣言広告

小泉総理
環境技術立国

宣言広告

4月 5月 6月 7月

・政府ノーネク月間（1－）

・環境の日（5）
・環境週間（5－11）
・エコアジア開催

※下旬には梅雨明け宣言
※よさこい・打ち水など

※夏休み（行楽シーズン）

※ＣＢの需要本格
化

ｸｰﾙｱｼﾞｱ
ﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰ

ＰＲ

産業界
連携

ｱﾊﾟﾚﾙ
流通
連携

想定
論調

政府

小池大臣
環境技術

活用推進広告

小池大臣
環境技術

活用推進広告

クールビズ
参加宣言
新聞広告

クールビズ
参加宣言
新聞広告

未浸透層
実践拡大

未浸透層
実践拡大

アジア諸国
情報波及

アジア諸国
情報波及

クールビズ
継続推進

クールビズ
継続推進

戦略
目標

戦略
目標

●ネクタイは逆に失礼？
大手ビールメーカーが
クールビズ訪問を呼び掛け

定例会見

経済界トップ発言

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ売り場
活況報告ＰＲ

大手企業が関連会社に
ｸｰﾙﾋﾞｽﾞを要請

アジア
普及情報を
国内に
逆輸入

アジア
普及情報を
国内に
逆輸入

国内
ｱﾊﾟﾚﾙ･流通
販売成果
速報

国内
ｱﾊﾟﾚﾙ･流通
販売成果
速報

未浸透層
普及

ＰＲ

未浸透層
普及

ＰＲ

要
請

決意の具現化

アジア諸国
ＰＲ工作

アジア諸国
要人･著名人

未浸透層を
象徴するﾓﾁｰﾌ

＋

中小ｱﾊﾟﾚﾙ
参加要請

＋

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ＝常識
認識形成

大臣発言

協働企業
への要請

中小ｱﾊﾟﾚﾙ
巻き込み
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① 訪問

② 制約を取り除かれる

③ 「COOL BIZ」
実施

営
業
担
当
者

中
小
企
業

就
業
者

施策②

主要賛同企業各社が､訪問者向けに来訪時の｢COOL BIZ｣実施を依頼｡

相手方を配慮し｢COOL BIZ｣の行動が難しかった営業職や中小企業就業者の｢COOL BIZ｣実践を喚起｡

弊社は「COOL BIZ」実施中です。

ご訪問頂く際には軽装で
お越し下さい。

地球温暖化防止の為にできること､
トヨタは車以外にもいろいろ挑戦します｡

※「チーム・マイナス６％」WEBｻｲﾄで雛形をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

名刺/便箋等での呼び掛け名刺/便箋等での呼び掛け

企業WEBｻｲﾄ企業WEBｻｲﾄ

賛同企業連名広告賛同企業連名広告

＋

賛同企業各社に取引先に対して「COOL BIZ」での訪問を呼びかける通知実施を依頼

広告ｲﾒｰｼﾞ （案）

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX
XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX

XXXX XXXX XXXX XXXX
XXXX XXXX XXXX XXXX

②「COOL BIZ」賛同企業から

未浸透企業への「COOL BIZ」協力要請

経団連

との連携

協力依頼済
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66施策③

昨年以上の創意工夫の技術を兼ね備えた新しい商品ラインナップを

アパレル各社、小売各社が取り揃え、衣替えシーズンに一斉に店頭展開。

③ アパレルメーカーの新商品開発と
「COOL BIZ／WARM BIZ」売場

百貨店協会

日本チェーンストア

協会などと連携

協力依頼済

昨年以上の店頭展開 新ラインナップの開発

③ 繊維メーカーの商品開発と
「COOL BIZ/WARM BIZ」売場展開
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67施策④

昨年同様に、アパレル・小売の店頭における展開はもちろんのこと

ホットを中心とした飲食や住居まわりでの「WARM BIZ」のロゴ掲出を実施し

ライフスタイルコンセプトとしての「WARM BIZ」を訴求。

④衣・食・住の３つの視点からの

「WARM BIZ」商品展開

小売店

との連携

ファッションに

留まらない

「WARM BIZ」

フェアの実施

そごう 「WARM BIZ」商品の販売

リビングフロアで展開している

提案コーナー
鍋料理のための土鍋を紹介。

アパレル・小売における継続展開

ライフスタイル・住居における新規展開

飲食における新規展開

協力依頼済
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68施策⑤

エコアジア2006期間中、各国の要人のタッチポイントなるゾーンについて、

室温28度設定及び「COOL BIZ」のロゴを掲出させる

日本ホテル業

協会と連携

⑤公共交通機関・スペースでの

適切な冷房設定温度
交渉準備中

都内ホテルでの室温28度の実施 交通機関での室温28度実施 羽田・成田空港での室温28度実施

エコアジア開催期間中は

設定温度28度実施中

エコアジア開催期間中は

設定温度28度実施中

エコアジア開催期間中は

設定温度28度実施中
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⑥打ち水大作戦の実施
～ゴリエも打ち水～

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ゴリエ／フジテレビ

一般ファミリー

小池大臣が立ち会われる「打ち水イベント」

にゴリエも参加し、番組収録。

お台場冒険王のイベント会場で実施する際

にもゴリエは参加。

チーム員登録者数の増加

フジテレビ

との連携

協力依頼済

施策⑥
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

“省エネ共和国”を構成する地域団体（PTA、婦人会など地域組織の集合体）

地域の未浸透層
（中小企業、消費者団体、婦人組織、など地縁組織）

１．“省エネ共和国”が地域で取り組み１．４．５に参加。
２．チーム・マイナス６％に加盟する

全国に１６０余の“省エネ共和国”が存在。省エネナビで削減量
が計算可能。仮に１国10ｔとして1600t

詳
細

次
ペ

ー
ジ

⑦地域で省エネ活動をすすめる団体
“省エネ共和国”

（省エネルギーセンター呼びかけ事業）との連携

省エネルギー

センター

との連携

協力依頼済

施策⑦
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71施策⑧

⑧ 「COOL BIZ」参加宣言新聞広告

○○県□□市

△△建設
○○県□□市

××木材

○○県□□市

□□運輸
○○県□□市

グループ★

○○県××市

●●電機
○○県××市

◆◆タクシー

○○県□□市

◎◎電力
○○県□□市

★★通信

○○県△△市

△△建設
○○県□□市

e - ○○

○○県□□市

△△建設
○○県△△市

××自動車

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

クールビズ導入企業

クールビズ未導入企業トップ＆従業員

クールビズを昨年から導入している企業と

今年から導入する企業の社名連合広告。

①「弊社へはノーネクタイ、ノー上着でお

越し下さい」、②「ノーネクタイ、ノー上着で

お伺いします」と、宣言することで、クール

ビズファッション未導入企業のクールビズ

導入を促す。プロック、地方紙では社名連

合部分を差し替え、エリアの企業を入れる

ことで、身近な情報として各エリアでの

クールビズ導入のきっかけとする。

クールビズ未導入企業へのＰＲ
クールビズ導入企業の増加

賛同企業各社

交渉準備中

＜新聞展開案＞

クールビズ導入企業が、

・「弊社へはノーネクタイ、ノー上着でお越し下さい」

・「ノーネクタイ、ノー上着でお伺いします」

と宣言することで、クールビズファッション未導入企業の導入を促す。
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72施策⑨

日本の新しい常識「クールビズ」のダメ押しと国際社会への普及

⑨エコアジア～「COOL BIZ」の国際的PRを兼ねて～

キャンペーン概要

温度調節でCO2を減らす取組「クールビズ」を、昨年度の流行に終わらせることが無いよう
完全定着を目的として発信イベントを行う。

６月の「エコアジア」と連動し、夏の軽装と温暖化対策の取り組みについて、
先進事例に学び、日本のクールビズ事例を発信することで、アジア共同での取り組みに発展させる。

エコアジアと連動した
「クールビズ」発信イベント

６月、表参道ヒルズ（想定）

アジアへの情報発信と取組の波及

アジア主要各国への情報発信。
エネルギーへの配慮から夏の軽装を
導入し始めている各国との問題共有・

取組の発展

ビジット・ジャパンとの連携による
アジアでの情報露出

昨年実施団体・企業の継続展開

ビジット・ジャパンキャンペーンなどとの
連動による運輸・旅行業界の導入

日本での情報発信と完全定着促進

情報の逆輸入
汎アジアでの常識化

日本のリーダーシップによる
取組の実践と呼びかけ

アパレル・流通業界への継続後押し

未浸透層への導入促進

クールビズ効果による他業種への発展

エコアジア

と連携

交渉準備中
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73施策⑨-1

⑨-1 表参道 「COOL BIZ」 ＷＥＥＫ

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

原宿表参道欅会／表参道各ショップ

一般／若者

表参道ヒルズでのクールビズファッション
ショー開催にあわせ、
２００６年６月、表参道ヒルズをはじめ表参
道の各店舗でＣＯＯＬ ＢＩＺのＰＲを行う。
６月１２日からの２週間表参道のバナーを
活用してメッセージを発信。

チーム員登録者数の増加／
クールビズ導入企業、導入者の増加

原宿表参道欅会

と連携

交渉準備中
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⑪ ７大都市「COOL BIZ」トレイン

・車中は「走るクールビズファッションカタログ」的な演出

・各ファッションブランド、流通とのタイアップ

・クールビズ導入企業リストの掲出

・車内のエアコン２８℃設定（ｏｒ 通常より１～２℃高めの設定）

・車両走行スタート時、プレス向けに車中でのクールビズファッ

ションショーを実施

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ファッションブランド／百貨店
／クールビズ導入企業

クールビズ導入企業＆未導入企業 社員

・車中は「走るクールビズファッション
カタログ」的な演出

・各ファッションブランド、流通との
タイアップ

・クールビズ導入企業リストの掲載
・車内のエアコンを２８℃ ｏｒ 通常より

１～２℃高めに設定
・プレス向けに車中でのクールビズ

ファッションショーを実施

クールビズ導入企業、導入者の増加

施策⑪

JR・私鉄各社

と連携

交渉準備中
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詳細篇 「取組4：商品選択を通した削減」
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76詳細篇1. 「省エネ製品買替」における情報戦略の考え方

「省エネ製品買替」における情報戦略の考え方

家電買替時期に関する論争を巻き起こし､

自分事化するキッカケを作っていく。

環境負荷を念頭に置いた
買替行動が起こる。

エネルギーのモッタイナイ
顕在化

エネルギーのモッタイナイ
論争化

エネルギーのモッタイナイ
自分事化

【 情報戦略の組み立て方】

古い家電を使い続ける
のは、実はモッタイナイ

使い続けることは
本当にもったいないのか？

買い替え意向者２０％増

注目喚起 情報波及 行動喚起

獲得する「結果」
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●家電企業トップ
環境技術で競演

●家電買替は
本当に得か？

●使えるのに
買替はモッタイナイ
全体の６割

●家電買替○年が目安
（東大・ＬＣＡ学会が発表）

●使えるのに
買替はモッタイナイ全体の３割に減

●環境視点での買替が当り前に

●家電各社・省エネ製品

予想以上の販売成果
●マータイさんエネルギー

のモッタイナイに警鐘

●買替効果シュミレーター
アクセス殺到

●モッタイナイがテーマの
モデルハウスオープン

●環境総選挙･開催
CO2削減を“党首”が提言

・御手洗新会長が就任
※家電各社が夏商戦むけ広告を投入

・T６％１周年

・改正省エネ法施行
・家電リサイクル法／エコマーク5周年

・梅雨明け
※本格的な需要期（ボーナス商戦）

小泉総理
環境技術立国
宣言広告

小泉総理
環境技術立国
宣言広告

4月 5月 6月 7月

・政府ノーネク月間（1－）

・エコアジア（24･25）
・エコライフフェア

小池大臣
環境技術

活用推進広告

小池大臣
環境技術

活用推進広告

家電企業
トップ決意

エネルギーのモッタイナイ
自分事化

エネルギーのモッタイナイ
自分事化

エネルギーのモッタイナイ
論争化

エネルギーのモッタイナイ
論争化

エネルギーのモッタイナイ
顕在化

エネルギーのモッタイナイ
顕在化

戦略
目標

戦略
目標

集中
CP

●小池環境相
「テーマは環境技術」
技術は使うからこそ意味
がある

定例会見

大臣発言

環境技術を使わない
のはモッタイナイ

小池大臣
メーカー工場視察
環境技術を絶賛

経済界トップ発言

ﾏｰﾀｲ氏発言

御手洗新会長
環境技術発展に決意

小池大臣
量販店視察

MOTAINAI HOUSE
オープニング
セレモニー参加

買替は

モッタイナイか？
をテーマにした

賛否両論の情報化

シンポジウム

ＷＥＢ投票企画

etc

買替意識に関するベンチマーク調査（調査結果のパブリシティ） 【月１】

マスコミへの情報提供（東大･稲葉教授 ＋ LCA学会 ＋家電製品協会 ） 【隔月】

CO2削減
診断ｼｭﾐﾚｰﾀｰ
WEBサイトPR

スポークスパーソンによる
議論の顕在化

目に見えない
エネルギーのモッタイナイ
も考えましょう

論争
↓

行動

国民
巻込

環境技術のある
生活を具現化

MOTAINAI
HOUSE
開設＆PR

家電量販PR支援

実際にモッタイナイ
を実感してもらう

雛形
提示

メディア
連携

想定
論調

政府

産業界
連携

研究機関
業界団体

連携

省エネラベルCP
との広報連携

①「省エネ製品買替」における情報戦略マップ
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目的

アクション

④ 環境技術の総合展示場
モッタイナイハウス「LOHAuS」

日本の環境技術＆知恵を生活空間の中で可視化。
最新のエコ生活「体験の場」として機能させる。

既存のモデルハウスを期間限定でリニューアルすることで、
環境技術の今を体で感じさせる展示場にしてしまう。
この展示場をもとに省エネ家電、フロシキなど様々な環境技術
の取材を受け入れる情報発信地に仕立て上げる。

松下グループ（パナホーム、電工、電気）
参加企業（電気、住設、素材など）

＊雑誌「SOTOKOTO」プロデュース。

詳
細

次
ペ

ー
ジ

住宅展示場

家電メーカーと

連携

交渉準備中

施策④
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

⑦ 地域で省エネ活動をすすめる地域団体、
“省エネ共和国”

（省エネルギーセンター呼びかけ事業）との連携

“省エネ共和国”を構成する地域団体
（PTA、婦人会など地域組織の集合体）

地域の未浸透層
（中小企業、消費者団体、婦人組織、など地縁組織）

１．“省エネ共和国”が地域で取り組み１．４．５に参加。
２．チーム・マイナス６％に加盟する

全国に１６０余の“省エネ共和国”が存在。省エネナビで削減量
が計算可能。仮に１国10ｔとして1600t

詳
細

次
ペ

ー
ジ

省エネルギーセンター

と連携

協力依頼済

施策⑦ ※「取組1,4,5」に併載
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80施策⑩

テレビ東京系列

と連携

協力依頼済

環境問題をグローバルに捉えたドキュメンタリー番組。
今、地球で起こっている事実を踏まえながら、

最先端技術、国際協力など人類の叡智によって
将来の子供達に何を残せるのかを考える。

ゴールデン１Ｈ～２Ｈ想定。

⑩ テレビ特番「地球環境スペシャル！」

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ＴＸ（想定）
家電／自動車／他チーム－６％参加企業

環境問題に関心のある生活者
／家電買替を検討している生活者

環境問題をグローバルな視点で捉え
るドキュメンタリー番組。今、地球で
起こっている事実を踏まえながら、
最先端の環境技術、国際協力など人類
の叡智によって将来の子供達に何を残せ
るのかを考える。
ゴールデンタイムの１～２時間の番組
を想定。

家電買替の増加によるＣＯ2削減
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環境省「コラムニュース配信（小枠）」

環境省「コラムニュース配信」複数本連続配信

参考：通常のパックニュース
記事通信８段＋純広７段

記事配信
８段

純広７段

⑫ コラムニュース企画
（ブロック紙・地方紙パックニュースの拡大）

※全２段での展開なども考えられる。
※連日・毎週同曜日展開が考えられる。

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

新聞社
チームマイナス６％参加企業など

生活者全般

・「コラムニュース」を複数本数継続配信。

小枠で継続的にニュース配信できる仕組みで、
チーム・マイナス６％への関心を喚起させる。

チームマイナス６％登録企業、
個人登録者の増加

１

２ ３ ４ ５

毎日新聞

と連携

協力依頼済

施策⑫
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

⑬ 情報誌
家電買替 ｖｓ ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ

企画

家電メーカー各社

家電買替を検討している生活者

古い家電製品を使える限り使い続けることと新製品へ買い替えることを、経
済面、環境面、利便性から徹底的に比較。
トータルで考えた場合に、買い替えたほうが経済的で便利で、且つ
地球環境にとってもプラスであることを理解させる。
環境省編集タイアップ広告＋記事

買い替えの増加によるＣＯ2削減

詳
細

次
ペ

ー
ジ

雑誌・出版社

と連携

交渉準備中

施策⑬
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

⑭ 環境省タグラインタイアップ企画
～団塊マーケット向け家電買替促進～

チーム・マイナス６％参加企業

団塊世代

団塊世代に、環境省からのメッセージ（２段）＋商品広告（１３段）の
形でアピールする

タグラインよりチーム・マイナス６％WEBサイト誘引による

チーム員登録者数の増加

詳
細

次
ペ

ー
ジ

新聞社

と連携

交渉準備中

施策⑭
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詳細篇 「取組5：ゴミを通した削減」
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85詳細篇1. 「ゴミを通した削減」における情報戦略の考え方

フロシキのﾌｧｯｼｮﾝｽﾃｲﾀｽを高めることで
流行に敏感な若者が火付け役となり
生活シーンの中でフロシキ（エコバック）

スタイルが普及・定着する。

ステイタス化
国内外の評判情報を創出

フロシキのﾌｧｯｼｮﾝｽﾃｲﾀｽを高める

ムーブメント化
フロシキ･エコバック＝カッコイイ

認識形成

国内著名アーティスト、諸外国の人々が
フロシキ大絶賛

フロシキはカッコイイ
若者に広がる支持

生活シーンに復活する
フロシキ文化とモッタイナイ意識

注目喚起 情報波及 行動喚起

獲得する「結果」

「ゴミを通した削減」における情報戦略の考え方

国内外での象徴的な評判を作り、

センスあるものとしてフロシキの認識を形成していく。

タッチポイント拡大
誰もがフロシキの魅力を
体験できる機会の提案
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86① 「ゴミを通した削減」における情報戦略マップ

集客スポットでのフロシキ･エコバッグ活用推進

・御手洗新会長が就任
・家電各社が夏商戦むけ

広告を投入

・梅雨明け
※本格的な需要期

・政府ノーネク月間（1－）

・エコアジア（24･25）

エコアジアでのPR 外国人旅行者

フロシキPR

歩行者天国
ふろしき包み方ワークショップ

賛同企業 自社プロモーションでのフロシキ活用推進

ふろしき倶楽部発足

●パリで大絶賛
ＦＵＲＯＳＨＩＫＩ

● 日本のお土産
人気NO1はフロシキ

●世界に“羽ばたく”
フロシキ文化

●母の日プレゼント
フロシキ包装が人気

●日本文化の伝承と
環境教育を両立

「フロシキ授業」はじまる

● ｸｰﾙﾋﾞｽﾞとﾌﾛｼｷを

日本の環境ブランドに

●フロシキ片手に
旅行が“粋”

● ゴリエフロシキ発売
１０代に高い支持

●ふろしきスタイル
丸ノ内スタンダードへ

●ふろしき普及に
企業が連携

4月 5月 6月 7月3月

想定
論調

・ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ６％１周年
・入学式/入社式

※改正容リ法施工（？）

ｸｰﾙｱｼﾞｱ（ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ）
とのカップリングで
フロシキの情報化

海外ショップでのフロシキ展

国外での活動実績を情報化

ﾁｰﾑ員企業による
ふろしき啓蒙組織

国外でのフロシキの評判獲得

ビジットジャパン
キャンペーンとの連携

ﾘｸﾙｰﾄG8 著名人

フロシキ包み方デザイン展

丸ノ内OL
フロシキ モニター

雑誌ﾀｲｱｯﾌﾟ記事

｢フロシキのある生活｣提案

ステイタス化 （国内外の評判情報を創出フロシキのﾌｧｯｼｮﾝｽﾃｲﾀｽを高める）ステイタス化 （国内外の評判情報を創出フロシキのﾌｧｯｼｮﾝｽﾃｲﾀｽを高める）

ムーブメント化 （フロシキ･エコバッグ＝カッコイイ認識形成）ムーブメント化 （フロシキ･エコバッグ＝カッコイイ認識形成）

タッチポイント拡大（誰もがフロシキの魅力を体験できる機会の提案）タッチポイント拡大（誰もがフロシキの魅力を体験できる機会の提案）

トレンドリーダーによる
フロシキの魅力を訴求

若者がフロシキを手にしている様子を情報化

ヨドバシカメラ
メイドカフェ企画

表参道ヒルズ
サンプリング

ﾁｰﾑ員企業の
協力体制強化

歳時に合わせたフロシキ・エコバッグ販売の推進

行楽シーズンの合わせたフロシキ・エコバッグ販売の推進

フロシキを活用した
環境教育の推進

小・中学校にて環境学習実施

流通との
連携強化

海外でのフロシキ受容調査
海外でフロシキ体験をしてもらい
その評価･反響の声を
まとめて国内マスコミに情報提供

ゴリエフロシキ
販売開始

国外での評価の声を国内メディアで情報露出国外での評価の声を国内メディアで情報露出

スポーツイベントと連携
ﾁｰﾑロゴ入りのフロシキ･エコバッグなど特別グッズを流通・情報化
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87施策②

② 母の日「フラワー＆ふろしき」ギフト

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

日比谷花壇

母の日に花をプレゼントする子供

・母の日へ向けたギフト商品として、ふろしき
付の花ギフトを発売。（インターネットおよびカ
タログで販売予定）

・フロシキの包み方を同梱して、ごみ削減＆ふ
ろしき活用理解促進いただくとともに、子供か
らもらったフロシキとして大切に利用してもらう。

日比谷花壇

と連携

協力依頼済
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88施策③

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

著名人／デザイナー

ギャラリー来場者／一般生活者

4/4～28に銀座の「クリエイションギャラリー
Ｇ８」で著名人や人気グラフィックデザイ
ナーに、“包むこと”をテーマにオリジナルふ
ろしきを作成してもらい展示。
ふろしきのデザインだけでなく、ものを包んだ
形もみせる。
会場では環境保全意識を高める映像も
上映する。

チーム員登録者数の増加
レジ袋不使用増加によるＣＯ2削減

リクルート

と連携

企画詳細内容検討中

③ふろしきの包み方イベント開催
オリジナルデザインふろしきの展示
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⑤ ＰＲＩＤＥと「ふろしき」
のコラボレーション

施策⑤

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ドリーム・ステージエンターテインメント

ＰＲＩＤＥファン／一般

・会場でのＰＲＩＤＥオリジナルフロシキ、

あるいはマイバッグ配布、販売

・リング上からの小池大臣／小泉首相

の地球温暖化防止の呼びかけ

・会場の温度設定（夏２８℃、冬２０℃）

･高田本部長によるクールビズ＆ウォーム

ビズの実践

チーム員登録者数の増加
フロシキ、マイバッグ普及による

ＣＯ2削減

写真は、2005年6月26日（日）にさいたまスーパーアリーナで
開催された「PRIDE GRAND PRIX 2005 2nd ROUND」
の際のもの。会場の観客数は4万5000人。

DSE（PRIDE)

と連携

交渉準備中
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90施策⑪

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

コスト

大企業トップ

社員や取引先／企業活動

小池大臣から大企業トップへ、啓蒙組織「ふ

ろしき日本」への参加を要請。

トップダウンによる社員へのフロシキ利用促進

や、販促活動でのフロシキ利用を

推奨してもらう。

資生堂、ライオン、サッポロビール、
三越、全日空、佐川急便、

トヨタ自動車、日立、日本コカコーラ、
（財）日本オリンピック委員会 などを想定

未定：キット制作費
（挨拶状、包み方、オリジナルバッジ、

大臣フロシキ等のセット）

⑪ 啓発組織「ふろしきクラブ」への参加
～企業トップダウンによる促進～

ふろしきクラブ

資生堂、ユニチャームなど

と連携

企画詳細内容検討中
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詳細篇 「その他の取組について」
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92「水道利用を通した削減」における連携企業・団体の拡大

平成17年度に自主的にPRを実施した企業への平成18年度展開の協力を依頼済みであり、また波及効果として、
フォロワー企業・他業界の巻き込みを行うことが考えられる。

図表5.2.4.1. 平成18年度全体像： 取組2. 水道利用を通した削減

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

賛同企業
(4,600社)

住設
(数社)

ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ施設
(ﾌﾟｰﾙ等)(？？件)

賛同企業
(4,250社)

(合計で全企業の0.25%)

銭湯
(？？件)

・経団連/同友会
・日本建材・住宅設備産業協会

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

水道利用
取組2

住設
(数社)

水道局
(1社)

家電
(？社)

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携
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93「自動車利用を通した削減」における連携企業・団体の拡大

平成17年度に自主的にPRを実施した企業への平成18年度展開の協力を依頼済みであり、また波及効果として、
フォロワー企業・他業界の巻き込みを行うことが考えられる。

図表5.2.4.2. 平成18年度全体像： 取組3. 自動車利用を通した削減

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界
賛同企業

(4,600社)

賛同企業
(4,250社)

(合計で全企業の0.25%)

レジャー施設

・経団連/同友会
・全日本トラック協会

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

小売店
(数社)

JAF

自動車利用
取組3

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携
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94「電源を通した削減」における連携企業・団体の拡大

平成17年度に自主的にPRを実施した企業への平成18年度展開の協力を依頼済みであり、また波及効果として、
フォロワー企業・他業界の巻き込みを行うことが考えられる。

図表5.2.4.3. 平成18年度全体像： 取組6. 電源利用を通した削減

国国

「
実
施
本
部
」
設
置

＋

博
報
堂
（
全
社
体
制
）

国
民

国
民

経済界

賛同企業
(4,600社)

自治会
(1社)

賛同企業
(4,250社)

(合計で全企業の0.25%)

地元企業
(数社)

・経団連/同友会
・電気通信事業者協会

平成17年度賛同企業
• 平成18年度展開への協力依頼済

波及効果による企業参加
• 賛同企業の波及効果により運動参加

「各種団体」 「賛同企業」（実績） 「ﾌｫﾛﾜｰ賛同企業」（目標）

自治組織
(数社)

電源利用
取組6

ＮＰＯ
(1社)

色付き部分が今年開拓・拡大すべき領域※

ﾒﾃﾞｨｱ連携
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施策名

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

世界水フォーラム情報の活用

マスコミ各位・各記者クラブ・日本水フォーラム

一般家庭

2006年3月にメキシコシティで開催される第4回

世界水フォーラムにマスコミ記者を招待し、水に
関する記事の露出とともに、水利用を通じた温
暖化問題の記事化をはかる。
マスコミ各社には、クイズネタの提供を行う。

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

施策① 世界水フォーラム情報の活用

日本水フォーラムWebサイト
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施策名

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

「水道利用を通じて温暖化を考える
チーム」を結成

東京ガス・水道局・その他の賛同企業

一般家庭

ガス会社、水道局、集合住宅など、水の移動
に関してエネルギーを使っていることを訴求でき
る企業・団体がチームを結成し、ネーミングや
共通メッセージを開発し、それぞれのタッチポイ
ントでの表示を実施。

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減

※企業名は想定です。

「水」は移動させないと使えない
「水」は膨大なエネルギーが必要

「節水」＝水不足

施策② 「水道利用を通じて温暖化を考えるチーム」を結成
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97施策④ ライトダウンイベント

施策名

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

ライトダウンイベント（６月・１２月）

賛同企業・自治会

一般

６月２２日（夏至）１２月２２日（冬至）に「１００
万人のキャンドルナイト」の一環として、チーム・マ
イナス６％ライトダウンイベントを実施。キャンドル
の作り方マニュアルをホームページで公開。キット
の販売。
また、全国のキャンドルナイト参加者のチーム員
加入を呼びかける。

チーム員登録者数の増加
ＣＯ２削減
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3.「健全な危機意識の醸成」について

計画詳細篇
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99詳細篇1. 「健全な危機意識の醸成」における情報戦略の考え方

地球温暖化の深刻さを
知ってもらうだけではなく、「感じて」
もらい､自発的な行動の喚起に

結びつける。

危機意識情報を
映像化して情報提供

子供にも理解できる
ような教材として情報提供

情報加工－１ 情報加工－２ 情報加工－３

獲得する「結果」

「健全な危機意識の醸成」における情報戦略の考え方

既存の危機意識関連情報を、受信者が咀嚼しやすい情報に翻訳･加工し提供。

具体行動の喚起に結びつけるキッカケを作り出す

映像コンテンツとして放映 子供への環境教育を通して
その親を巻き込んでいく

受信者に影響力をもつ
スポークパーソンを介して

情報提供
イベントなどの場で
主催者・出演者が情報を提供
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

③ 温暖化水没ライン
～運命の青い糸作戦～

自治体／一般（ボランティア）／NPO/NGO

マスメディア／一般生活者

茨城大学が発表したシュミレーションに基づき、日本水没ラインを都内に張り巡らせる。展開シュミレーションされ
ているラインに沿って、路面に青線を引き、空撮によって、実施されている様子を広く見せていく。併せて、ゼンリン、
Google Earthなどの、オンライン上で共有できる地図に、水没ラインを明示してもらい、個別のエリアごとに、自宅

が水没するか、水没するエリアがどれぐらい広いか、などにより確認できるようにする。

レスポンス
（削減量／登録数）

マスメディア露出
広告換算（千万）：TV、新聞、雑誌、ネット

施策③

協力依頼済

各市民団体
と連携
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⑤ 環境関連映像のアーカイブ化
放送人環境ネットワーク（仮）の設立

施策⑤

※“ﾈｯﾄﾜｰｸ設立”呼びかけ人（案）：

放送局社長、著名キャスター、タレント、脚本家

※事務局（案）：

博報堂ＤＹメディアパートナーズ

民放各局
ＮＨＫ（ＮＨＫエンタープライズ） 環境映像バンク

番組での使用啓蒙ビデオ制作

地球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト、

学校教育の場などで映像を活用

チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

民放連／ＮＨＫ（ＮＨＫｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ）

教育関係者／一般生活者

ネットワークメンバーより依頼し、民放各局、

ＮＨＫが放送した番組で使用した映像、放

送未使用の映像を無償で提供して頂き、地

球温暖化啓蒙イベント、ＷＥＢサイト、学校

教育の場で活用することにより、健全な危機

意識の醸成に役立てる。（著作権調整必

要）

チーム員登録者数の増加
ＣＯ2削減

協力依頼済

民放連
NHK

NHKエンタープライズ
と連携
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学校活動

こども国連環境会議出席こども国連環境会議出席

優秀小学校の児童代表が

実践型ツールの活用

小池大臣が優秀校を表彰小池大臣が優秀校を表彰

社会へのムーブメント

実践検証

世界環境大使として世界遺産へ世界環境大使として世界遺産へ

優秀中学校の生徒代表が

手づくり日めくりＥＣＯ標語
家庭用日めくりＥＣＯ標語

省エネナビの設置
家庭用ＥＣＯ標語の回収
↓スクールＥＣＯ通信簿提出

事前ＰＲ
（小池大臣）

事前ＰＲ
（小池大臣）

ＥＣＯ入門ビデオ（ＤＶＤ）送付ＥＣＯ入門ビデオ（ＤＶＤ）送付

掲示用ポスター掲示用ポスター

初期学校案内ツール（パンフレット）初期学校案内ツール（パンフレット）

プロジェクト参加プレートの贈呈プロジェクト参加プレートの贈呈

前年度３月・１学期

注目（全体にＰＲ）

告知・理解
参加校のみ

夏休み～２学期

教育新聞社新聞

３学期～次年度

（掲示用ポスター）

送付校（全国都市部）

ECO授業の実施
・小池大臣／チーム員著名人授業
・チームマイナス６％講師授業
・風呂敷とＥＣＯ
・地域とＥＣＯ
・気象とＥＣＯ

基本活動

チーム・マイナス６％への登録
教師・児童／生徒 ⇒ 家庭

さらに優秀なスペシャルチームには

夏休みは
家庭とも連携

⑩ 小中学校教育企画
みんなで地球を守ろうプロジェクト

施策⑩
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チームプレーヤー

ターゲット

アクション

レスポンス
（削減量／登録数）

⑪ ～アーティストコラボレーション～
音楽イベントでの映像訴求

バンクバンド／音制連／野外フェス／オフィスオーガスタ
チーム・マイナス６％参加企業／ＮＰＯ・ＮＧＯ

一般／若者

・アーティストのチーム・マイナス６％への参加
・アーティストによる観客への地球温暖化問題啓蒙
・観客（ファン）による具体的なアクトの実行
・観客（ファン）のチーム員登録
・ライブコンテンツの活用による来場者以外への広がり（ＤＶＤ、楽曲など）
・チーム・マイナス６％ブースの設置（加入促進）
・グリーン電力証書付きＴシャツ、エコバッグ、ミサンガの販売 実行しやすいアクトの提示、収益金の寄付
・ＮＰＯボランティアなどの参加、フリーマーケットの実施などによる参加フレーム

チーム員登録者数の増加
グリーン電力証書付きＴシャツ、グリーンミサンガなどの

販売によるＣＯ2削減

施策⑪

各種音楽団体

との連携

協力依頼済
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4.「集中キャンペーンの実施」について

計画詳細篇
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105詳細篇1. 「集中キャンペーンの実施」： 基本方針

「政府の本気」の提示による
「テコの原理」の活用と
「自然増殖」の創出

エアコン／冷蔵庫を中心としたボーナス商
戦の山場である６月にむけ、効果が最大
化するタイミングを狙って、集中的にメー
カー／流通に「政府の本気」を伝える。

政府のメッセージを起点に
メーカーから店頭まで一貫させた

ストーリーでの情報展開

昨年７月の政府メッセージ「産業革命の
つぎは環境革命です」の流れを受け、小
泉総理→小池大臣→家電メーカー＆家
電流通において、一貫したストーリーでの
情報を展開し、国民の行動喚起につな
げる。

メーカー／流通が連動して
活用可能なキーワードの開発･発信

昨年度の取組１における「COOL BIZ」/
「WARM BIZ」に相当するような、メーカー
／流通の独自展開上でも自主的に活用
可能なキーワードを開発し、連携して発信
していく。

取組4を中心に
「政府の本気」が伝わるメッセージを起点とした

家電メーカー・流通を巻き込むキャンペーンの実施

具体的には？

なぜ取組4に
集中するのか？
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図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (1/5)

詳細篇1-1 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

｢省ｴﾈ製品買替｣は｢6つの取組｣のうち1度の行動で得られるCO2削減効果が最も高い為､早期に取り組むことでCO2
削減に大きく寄与する事から、特に注力すべき取組と考えられる。

1度の行動で得られる
CO2削減効果

取組1. 温度調節を通した削減取組1. 温度調節を通した削減

取組2. 水道利用を通した削減取組2. 水道利用を通した削減

取組3. 自動車利用を通した削減取組3. 自動車利用を通した削減

取組4. 商品選択を通した削減取組4. 商品選択を通した削減

取組5. ゴミを通した削減取組5. ゴミを通した削減

取組6. 電源を通した削減取組6. 電源を通した削減

0.033(Kg)

0.068(Kg)

0.041(Kg)

45.769(Kg)

0.061(Kg)

0.033(Kg)

CO2削減効果が
最も高い

「６つの取組」

出典： ふたりで始める「環のくらし」 （環境省）



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

107詳細篇1-2 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

出典: (*1) 日本電機工業会、日本情報技術産業会、日本冷凍空調工業会を元に作成

冷蔵庫・ﾃﾚﾋﾞ・ｴｱｺﾝ・洗濯機の出荷台数(総数)(*1)

平成18
(予想)

(万台)

3,000

平成9年4月の消費税増
税前の駆け込み需要

平
成
５
～
１
６
年
の

平
均
出
荷
台
数

平成
17

平成
14

平成
11

平成
8

2,000

平成14～16年の
買い控え（想定）

増
加
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

4,000

平成
5

①

②

■ 平成8年購入の家電買替時期到来
- 消費税増税前の駆け込み購入家電の買替が

予想される(ﾗｲﾌｻｲｸﾙを10年と仮定)。

■ 平成14～16年家電買い控えたと
想定される層の需要拡大

- 平成14～16年に家電の購入を控えていた分、
平成18年には家電需要が増加するﾎﾟﾃﾝｼｬﾙが高
いと予想される。

■ 団塊世代の退職による消費拡大
- 団塊世代の退職に伴い、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電等の
買替が予想される。

- 退職後の消費意欲の高いものの3位に家電

（さらに需要を押し上げる要因）＋①

■ 平成18年実施ｲﾍﾞﾝﾄ等による需要増加

・「サッカーワールドカップ2006」の
開催による消費拡大

（平成18年6月9日～7月9日）
- 自宅観戦に伴い、ﾃﾚﾋﾞ買替が予想される。

・ 地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送の地方都市への
ｻｰﾋﾞｽ開始による消費拡大

（平成18年12月迄に開始）
- 地方都市での地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送ｻｰﾋﾞｽ
開始に伴い、ﾃﾚﾋﾞ買替が予想される。

②

図表 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (2/5)

10年前の消費税増税前の駆け込み需要で購入した家電の買替時期到来、平成18年度実施イベント等による需要
増加など「省ｴﾈ製品買替」への社会的な追い風があると考えられる。



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

108詳細篇1-3 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

図表. なぜ取組4 ｢省エネ製品買替｣に注力するのか? (3/5)

例えばエアコン・冷蔵庫の買い替えについて運動を展開しない場合と、運動をH19年度まで継続して実施した場合の2
つのパターンについて、CO2削減量のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを行なう。

※1 日本冷凍空調工業会調べ
※2  環境省調べ
※3 内閣府「主要耐久消費財の買替え状況（全世帯）平成16年3月実施調査結果」より
※4 NationalのHP「買い替えエコ診断」からNational製品の値を引用

CO2削減ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの前提条件（ｴｱｺﾝ・冷蔵庫の場合）

消費電力量
(kWh/年)

10年前(平成8年)
の平均型

現在(平成18年)
の平均型

現在（平成18年）
のﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ型

0

1,000

2,000

3,000

1,386kWh
(10畳型)※4

1,033kWh
(10畳型)※4

802kWh
(10畳型)※4

●平均の年間販売台数
- ｴｱｺﾝ ：805万台 (平均出荷台数700万台※1に対して平成18年に

予想される特需分として15%を追加)

- 冷蔵庫：506万台 (平均出荷台数440万台※2に対して平成18年に

予想される特需分として15%を追加)

●本運動による年間販売台数
- ｴｱｺﾝ ：700万台＋56万台

（年間販売台数の7%が新たにが購入されると仮定）

- 冷蔵庫：440万台＋35万台
（年間販売台数の7%が新たにが購入されると仮定）

●平均使用年数 ：10年※3

●CO2排出係数 ：0.36kgCO2/kWh

●ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ上の仮定

-本運動での集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ及び企業連携等により家電購入者の75%がﾄｯﾌ
ﾟﾗﾝﾅｰ型を選択すると想定

エ
ア
コ
ン

冷
蔵
庫

1,320kWh
(455㍑)※4

290kWh
(404㍑)※4

150kWh
(405㍑)※4
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詳細篇1-4 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (4/5)

平成18年度にｴｱｺﾝと冷蔵庫を省ｴﾈ製品に買い替えた場合、年間約96万ｔのCO2が削減量が見込まれ、それぞれ10
年間使い続けた場合、約960万tのCO2削減効果が見込まれる。

平成18年度運動展開では合計約960万tのCO2削減が見込まれる

H18年度に買替した場合、

10年間で約960万tの

CO2削減が見込まれる

CO2削減量（万t）

毎年約96万t
のCO2が削減が想定される

平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年
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詳細篇1-5 なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? 

運動が定着した場合、

10年間で5,280万t
のCO2削減が想定される

CO2削減量（万t）

図表. なぜ取組4 ｢省ｴﾈ製品買替｣に注力するのか? (5/5)
定着化した場合、10年間で5,280万tのCO2削減が見込まれる

「省ｴﾈ製品買替」が定着化した場合、毎年新に約96万t削減されることに加え、前年までに買い替えた製品の削減量も
累積される為、10年間で計5,280万tのCO2削減が見込まれる。

定
着
し
た
場
合

実
施

平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年

1年目に買い替えた
製品のCO2削減量

2年目以降に買い
替えた製品のCO2
削減量
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5.「WEBの強化・拡充」について

計画詳細篇
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112施策案 ③ 個人ﾁｰﾑ員同士の連携強化策

③ISP４社連携による
「チーム・マイナス６％」連合ブログ

キャンペーン概要

○協力依頼済

nifty／ＢＩＧＬＯＢＥ／

ＯＣＮ／So-netとの

連携

個人チーム員
（チーム・マイナス６％

ﾌﾞﾛｸﾞ作成・閲覧）

ISP4社
（チーム・マイナス６％ﾌﾞﾛｸﾞ特集を設置）

「チーム・マイナス６％」WEBｻｲﾄ
（チーム・マイナス６％ﾌﾞﾛｸﾞ集約）

「チーム・マイナス６％」
WEBｻｲﾄ

更新情報

2/17 ｸｰﾙﾋﾞｽﾞが・・（ｺｺﾛｸﾞ）
2/17 環境の・・（ｳｪﾌﾞﾘ）
2/16 省ｴﾈの・・（ﾌﾞﾛｸﾞ人）

ココログ

ウェブリブログ

ブログ人

Sonetブログ

•ISP４社のﾌﾞﾛｸﾞ上で
「チーム・マイナス
６％」ﾌﾞﾛｸﾞを展開して
もらい、チーム員同士
の活動状況を可視化
して運動の盛り上がり
を創出する。
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113施策案 ④ チーム・マイナス６％ WEBｻｲﾄ リニューアル

WEBｻｲﾄの構造を
一覧で表示

賛同企業/団体や
地方の活動を可視化

チーム・マイナス6％

Copyright（c）Team-6%committee & Ministry of the Environment.All Rights Reserved.

>お問い合わせ >プライバシーポリシー >このサイトについて>よくあるご質問

ニュース >> 一覧

エネルギー効率13％アップのエコキュート新製品——ダイキン・・・

新たに風車の地図記号——国土地理院が決定 (2006年2月・・・

2020年めどに水素製造産業の集積を——青森県が水素エネ戦・・・

環境報告書の検証事業に新規参入——ＪＩＣＱＡがＫＰＭＧ審査・・・

Pick up

個人の方はこちら

法人の方はこちら

チーム員に参加登録

SPECIALバナー 大

（サイズ固定）

ゴリエ”さんが「チー

ム・マイナス6％」へ
の参加を表明・

｢チーム・マイナス
6％｣が最優秀賞を
受賞

メニュー チーム・マイナス6％
２月８日12:10現在
178,176人参加中！

チーム･マイナス6％ 新着情報 >> 一覧

「Myメイドバッグプロジェクト」キックオフイベントで、総勢約40名・・・

「京都議定書発効1周年記念シンポジウム ストップ・ザ・温暖・・・

法人・団体チーム員の方へ2005年「チーム・マイナス6％活動報・・・

京都議定書発効1周年記念シンポジウム「脱温暖化社会に・・・

PRアワードグランプリ受賞

ゴリエさんがチーム員に

暖房20℃で快適な
WARM BIZを実現しま

しょう

WARM BIZ ポイント集

冷房は28℃、暖房
時の室温は20℃に
しましょう

クールビズウォームビズ

知る

チーム・マイナス6％とは

6つのアクション

温度調節で減らそう

水道の使い方で減らそう

自動車の使い方で減らそう

商品の選び方で減らそう

買い物とごみで減らそう

電気の使い方で減らそう

クールビズ

ウォームビズ

ニュース

パブリシティ

温暖化防止リンク集

調べる

環境問題用語集

地球温暖化防止の施策

マイロク先生

エコ家電

楽しむ

イベント

エコキャラスタンプラリィ

ストップ・ザ・温暖化・たいそう

静かな明かりで、こころあ・・・

個人

チーム員

参加登録

法人・団体

法人・団体チーム員

ネットワーク

活動報告

クールビス賛同企業

参加する

地域

ブログ

チーム員リレーブログ

CO2減らそうブログ

冷房は28℃、暖房
時の室温は20℃に
しましょう

地球温暖化対策のリンク集

チーム・マイナス6％
の名刺・ポスターをダ
ウンロードできます

名刺・ポスター作成ツール

New Topics 

ﾒｲﾄﾞﾊﾞｯｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

「MYﾒｲﾄﾞﾊﾞｯｸﾞﾌﾟ｣ｲﾍﾞﾝﾄで

ﾒｲﾄﾞさんがCO2削減を呼

びかけます!

二酸化炭素排出量削減の・・・

省エネ・エネルギー情報・・・

最新の研究成果の報告・・・

こどもと一緒に自然観察会・・・

地域 法人・団体

二酸化炭素排出量削減の・・・

省エネ・エネルギー情報・・・

最新の研究成果の報告・・・

こどもと一緒に自然観察会・・・

SPECIALバナー 小

（サイズ固定）

SPECIALバナー 小

（サイズ固定）

アンケートのお願い

2005年「ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6％」

活動報告調査」のお願

い！

もったいないぷろしき

川口市は｢もったいない

ふろしき｣とふろしき活用

事例を展示しています

チーム・マイナス6％

Copyright（c）Team-6%committee & Ministry of the Environment.All Rights Reserved.

>お問い合わせ >プライバシーポリシー >このサイトについて>よくあるご質問

ニュース >> 一覧

エネルギー効率13％アップのエコキュート新製品——ダイキン・・・

新たに風車の地図記号——国土地理院が決定 (2006年2月・・・

2020年めどに水素製造産業の集積を——青森県が水素エネ戦・・・

環境報告書の検証事業に新規参入——ＪＩＣＱＡがＫＰＭＧ審査・・・

Pick up

個人の方はこちら

法人の方はこちら

チーム員に参加登録

SPECIALバナー 大

（サイズ固定）

ゴリエ”さんが「チー

ム・マイナス6％」へ
の参加を表明・

｢チーム・マイナス
6％｣が最優秀賞を
受賞

メニュー チーム・マイナス6％
２月８日12:10現在
178,176人参加中！

チーム･マイナス6％ 新着情報 >> 一覧

「Myメイドバッグプロジェクト」キックオフイベントで、総勢約40名・・・

「京都議定書発効1周年記念シンポジウム ストップ・ザ・温暖・・・

法人・団体チーム員の方へ2005年「チーム・マイナス6％活動報・・・

京都議定書発効1周年記念シンポジウム「脱温暖化社会に・・・

PRアワードグランプリ受賞

ゴリエさんがチーム員に

暖房20℃で快適な
WARM BIZを実現しま

しょう

WARM BIZ ポイント集

冷房は28℃、暖房
時の室温は20℃に
しましょう

クールビズウォームビズ

知る

チーム・マイナス6％とは

6つのアクション

温度調節で減らそう

水道の使い方で減らそう

自動車の使い方で減らそう

商品の選び方で減らそう

買い物とごみで減らそう

電気の使い方で減らそう

クールビズ

ウォームビズ

ニュース

パブリシティ

温暖化防止リンク集

調べる

環境問題用語集

地球温暖化防止の施策

マイロク先生

エコ家電

楽しむ

イベント

エコキャラスタンプラリィ

ストップ・ザ・温暖化・たいそう

静かな明かりで、こころあ・・・

個人

チーム員

参加登録

法人・団体

法人・団体チーム員

ネットワーク

活動報告

クールビス賛同企業

参加する

地域

ブログ

チーム員リレーブログ

CO2減らそうブログ

冷房は28℃、暖房
時の室温は20℃に
しましょう

地球温暖化対策のリンク集

チーム・マイナス6％
の名刺・ポスターをダ
ウンロードできます

名刺・ポスター作成ツール

New Topics 

ﾒｲﾄﾞﾊﾞｯｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

「MYﾒｲﾄﾞﾊﾞｯｸﾞﾌﾟ｣ｲﾍﾞﾝﾄで

ﾒｲﾄﾞさんがCO2削減を呼

びかけます!

二酸化炭素排出量削減の・・・

省エネ・エネルギー情報・・・

最新の研究成果の報告・・・

こどもと一緒に自然観察会・・・

地域 法人・団体

二酸化炭素排出量削減の・・・

省エネ・エネルギー情報・・・

最新の研究成果の報告・・・

こどもと一緒に自然観察会・・・

SPECIALバナー 小

（サイズ固定）

SPECIALバナー 小

（サイズ固定）

アンケートのお願い

2005年「ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6％」

活動報告調査」のお願

い！

もったいないぷろしき

川口市は｢もったいない

ふろしき｣とふろしき活用

事例を展示しています

運動の最新情報を
中央で見易く表示

各特集ﾍﾟｰｼﾞへの
ﾘﾝｸを分かり易く

表示

•チーム・マイナス６％WEBｻｲﾄは、賛同企業/団体や地方の
活動を可視化するなど、訪れた人が分かり易い構造にﾘ

ﾆｭｰｱﾙする。

④ポータル型 リニューアルTOPページ



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

114

6.「チーム員100万人の達成」について

計画詳細篇



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

115施策案①「アパレルメーカでのQRコード展開」

COOL BIZ／WARM BIZ製品のタグに「ＱＲコード」を取り付け、
購入者がそれをケータイで読み込むことによってチーム・マイナス６％に入会する。

www.tm6.jp/
ニックネーム

性別

お住まいになっている都道府県

北海道

○男 ○女

・ユニクロ
・ワールド 等アパレル
メーカーの商品に展開

【商品購入】 【タグでのQRコード展開】 【ケータイからモバイルページへ】 【チーム員登録】

ユニクロ／ワールド／等

との連携

○協力依頼済

購入から登録までの流れ

①「COOL BIZ」
アパレルメーカーとの連携による
QRコード展開を通じた参加促進

取組1
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7.「団体との更なる連携」について

計画詳細篇
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・都道府県庁 ・各都道府県商工会議所
・各都道府県青年会議所
・地球温暖化防止都道府県センター ・地域メディア
の代表者をメンバーとして組織化地域単位の活動を推進してもらう

課題解決のための
展開案

⑤チーム・マイナス6%ブロック担当の新設

・全国を7ブロックに分割。各ブロック毎に事務局員を配置。・地域
のステークホルダーをネットワークキングするコーディネーターとして機
能させる

①地域単位の推進者チーム・○○県
活動推進委員会を組織化

③地域対抗・ＣＯ２削減プログラムの実施

・都道府県府県別で競い合うという競争原理を取り入れる
ことで参加意欲を刺激する

④既存の地域催事での温暖化防止活動を
推進

・文化祭・小学校催事・地域の祭り企業イベント、などに温暖化防
止プログラムを盛り込むように働きかける

重点課題①重点課題①

重点課題②重点課題②

重点課題④重点課題④

活動の「自立」を念頭に置いた
地域単位の体制整備（チームづくり）

活動の「自立」を念頭に置いた
地域単位の体制整備（チームづくり）

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

②参加者にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞのある
ﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

・全国に先駆けて実践している、効果的なエコ活動をモデルケースとし
て各地域に紹介。地域活動の活性化のためヒントを提案

重点課題③重点課題③

地域活性化のための実践的手法の提供地域活性化のための実践的手法の提供

支援
から自立へ

ノウ・ハウ
の蓄積

平成19年度へ
むけた目標

詳細篇 「団体との更なる連携」：課題解決のための展開案と目標

４つの重点課題
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地域単位の推進者チーム・○○県
活動推進委員会を組織化

活動推進委員会の運営 月例定期会の実施活動推進委員会の運営 月例定期会の実施

全国展開していく施策に連動し、国民レベルでの実践を促進し、
活動の広がりをさらに広めていくために、地域ごとに、都道府県セン

ターを中心とした「活動推進委員会」を設置する

・地域における都道府県センターの認知向上
・広報スキルの強化
・広報機能と体制の整備（メディアおよび、各ステークホルダーとのパブリックリレーション）
・地方環境事務所、県庁をはじめとする、地域の有力なステークホルダーとの連携
・地域の活動母体として期待されるＮＰＯ・ＮＧＯおよび、地縁組織との関係強化

■全国レベル組織からのトップダウンアプローチ（環境省・日本商工会議所/全国青年会議所・日本新聞協会、民放連など）

■公募によって、地域で自発性を持って取り組む意欲のある団体も幹事団に取り込む

■地域内での都道府県センター・県庁環境セクションからのボトムアップアプローチ

■全国展開される施策、他県での成功事例、県内での取り組み状況などの情報共有のため

都道府県センター

県庁環境セクション

地域の商工会議所

地域の青年会議所

地域新聞社

地域ラジオ局

活動推進委員会ﾒﾝﾊﾞｰ

「京都議定書」第一約束期間に向けて、地域の地球温暖化防止活動の推進役として期待されている

地域企業の巻き込み（チームへの参加および、地球温暖化防止活動の呼びかけ）

地域での事業展開の核として新聞社事業局、広報支援の役割で編集局との関係作り

地域企業の巻き込み（チームへの参加および、地球温暖化防止活動の呼びかけ）

地域における地球温暖化防止活動のスポークスパーソンとして、パーソナリティ提供

地域における環境政策の推進者であるため、行政的側面からの支援のための協力

重点課題①重点課題①

活動の「自立」を念頭に置いた
地域単位の体制整備（チームづくり）

活動の「自立」を念頭に置いた
地域単位の体制整備（チームづくり）

都道府県地球温暖化防止活動推進センターの推進力を強化都道府県地球温暖化防止活動推進センターの推進力を強化

■ 活動推進委員会の中心的役割を担えるよう、先立ってキャパシティビルディングする
■広報的観点のスキルアップ・ワークショップの実施 （施策案Ａ参照）
■民放連・日本新聞協会と連携した地域媒体社とのネットワーキングの実施

① 活動推進委員会の設置

展開案①-1 地域単位の活動推進委員会を設置
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•都道府県センターを中心にした県単位の活動チーム（呼称：チーム・○○県）作り

•全国組織を持つ賛同団体の本部から、都道府県の関係団体に対し、各地域の活動推進委員会への参画を依頼

チ
ー
ム
・○
○
県

活
動
推
進
委
員
会
の
結
成

チ
ー
ム
・○
○
県

活
動
推
進
委
員
会
の
結
成

都道府県地球温暖化
防止活動推進センター

メディア

地域出身の著名人

応援団

活動推進委員会

推進者

各都道府県商工会議所

各都道府県青年会議所

公募による参加
NPO,NGO,企業､ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6%

社団法人日本民間放送連盟（202社）

社団法人日本新聞協会（143社）

全国知事会

全国地球温暖化防止
活動推進センター

社団法人日本商工会議所（全国523ヶ所）

社団法人日本青年会議所

◎活動推進委員会結成および運用のための協力体制

①上位組織からのトップダウン
②地域内でのコーディネーション

2層からのアプローチ

活動推進委員会を結成するため、上位組織からのトップダウ
ンに加え、地域での顔をつき合わせたアプローチが必須

｝

都道府県庁

地域ＴＶ・ラジオ局

地域新聞社
他
省
庁

政
府

チーム・マイナス６％
実施本部

チーム・マイナス６％ブロック担当

地方環境事務所

（再掲）展開案①-2 A：都道府県センターを中心にした県単位の活動チーム作り
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◎チーム・○○県による温暖化防止活動の協力体制

①トップダウンアプローチが有効な企業・団体
②顔をつき合わせたネットワーキングが必要な地縁組織、ＮＰＯ・ＮＧＯなど

2つのアプローチ｝

メディア

各都道府県青年会議所

地域出身の著名人

応援団

活動推進委員会

推進者

各都道府県商工会議所

都道府県地球温暖化防止活動
推進センター

公募による参加
NPO,NGO,企業､ﾁｰﾑ･ﾏｲﾅｽ6%

都道府県庁

地域ＴＶ・ラジオ局

地域新聞社

ＮＰＯ・ＮＧＯ

市民団体

▼
▼
▼

地
域
企
業

チーム・マイナス６％ブロック担当

地方環境事務所

チーム・○○県の結成

巻き込み

巻き込み

都
道
府
県
民

市町村市町村

教育委員会教育委員会

消防団消防団

自治会自治会

振興組合振興組合

連携団体

▼
▼
▼

地域企業地域企業

地球温暖化防止活動推進員

活動推進組織

巻き込み
地方公共組織・地縁組織・地域企業

（再掲）展開案①-2 B：地域における県単位活動チームへの巻き込み
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地域でのプレイヤーを巻き込んで
一丸となった取り組みを進める組織として、

活動推進委員会が中心となった
県単位チーム（呼称：チーム・○○県）を作る

結成に当たり、都道府県の知事の賛同を仰ぎ、合同記者会見により、
各県一丸となった取り組みを表明する
また、県紙・ブロック紙・地域ラジオ局と、県単位チーム発足を広報する（詳細別紙）

■結成広報活動

■連携団体の巻き込み

地域の活動実践者である企業・住民を巻き込むために、地域内の有力団体と連携する
連携に当たって、活動推進委員会結成と同じ、

によって、地域団体を巻き込んでいく

①全国レベルからのトップダウン

②地元でのボトムアップアプローチによる協力要請

③自発性ある団体の公募

■応援団の設置

地域出身の著名人チーム員に対し、地元の取り組みを応援してもらえるよう、
チーム・マイナス６％実施本部より依頼をかける

地方行政・公益組織

地縁組織

市民組織

市町村、教育委員会、消防団、公共施設、地域の連合組合、商工団、ＪＡ、生協協同組合連合会など

自治会、商店会、振興組合、婦人会、老人会、子供会など

ＮＰＯ・ＮＧＯ、市民団体など

地域の連携団体
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各地の活動推進委員会にてチームマイナス６％事務局より、

成功事例（エコ・ポイント等）共有

↓

各地の活動推進委員会で事例研究

↓

活動推進委員会において、各ステイクホルダーが事例案持ち寄り

↓

各ステイクホルダー参加の下、実施プログラムを決定し、実施宣言

↓

活動推進委員会主導で各地で実施する

↓

ブロック毎にケース集をつくる

↓

WSにて事例発表（アワード表彰）

↓

優秀事例を各地に持ち帰ってそれぞれの地域で改良・運用

↓

CO２削減プログラムが有効的に回転

↓

コンテストにて削減量を評価

三重モデル①：エコ・ポイント

三重モデル②：環境定期券

エコ具体施策参考例

重点課題②重点課題②

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

参加者にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞのある
ﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

・全国に先駆けて実践している、効果的なエコ活動をモデルケースとして各地
域に紹介。地域活動の活性化のためヒントを提案

地域活動推進委員会のミッションとして、「具体施策の
成功事例の共有」「施策考案」「施策実施」を規定す
る

展開案② 施策への参加関係団体にｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞのあるﾌﾚｰﾑﾜｰｸの共有

② インセンティブフレームの共有
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実施の目的

●競うことにより個人、グループ、そして県単位でのモチベーションを高めることができる

●ブロック大会、全国大会を公開し広くメディアに乗せる事により、個々の活動状況を広く紹介し、
認知させる格好の場を設けることができる

●各活動グループの行動目標の指針となりえる

新規チーム員の獲得を通した、プラットフォームの関係強化、活性化

《参加対象者》

県内で地球温暖化防止活動に寄与した活動を実施している全ての団体、個人

●ＮＰＯ、ＮＧＯ団体
●自治体（市町村、町内会）
●企業・官庁
●学校
●組合、ＰＴＡ、こども会、老人会等
●各種サークル
●個人活動家

・・・等

波及効果 ステークホルダーを巻き込み、周囲を活性化させる

展開案③-1 地域対抗・CO2削減プログラムの実施

地域対抗・ＣＯ２削減プログラムの実施

・都道府県府県別で競い合うという競争原理を取り入れる
ことで参加意欲を刺激する

重点課題②重点課題②

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

地域単位のモチベーションを喚起する
参加フレームの構築

県単位のチーム結成初年度にあたり、チームとしてのリレーションシップの強
化、また各参加団体のモチベーションアップのため実施。チーム内で最も地
球温暖化防止活動に貢献した団体を県チーム代表として選出。ブロック
大会～全国大会とその活動内容の発表の場を提供するとともに、最も優
秀な団体に「大賞」を贈呈する。

③ チーム・マイナス６％アワード設定
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●チーム活動における貢献度

・チーム内の他の団体との連携
・新規チーム員の獲得
・リーダーシップ・・・等

●各団体の活動内容についての評価

・活動内容の地球温暖化防止貢献度
・実施日数
・参加人数
・企画内容のユニークさ、独自性・・・等

①チームＯＯ県代表選考

《今後の展開》

2007年度

2008年度以降

チーム・マイナス６％アワード

ＣＯ２ダイエットグランプリ

名 称 対 象 評価基準

チーム内の個人・団体

チーム○○県

チーム内での活動内容を評価して優秀な個人・団体を県代
表として選出し、

●団体しての活動内容を評価

県チームとしてのＣＯ２削減量、取り組み内容をトータルに評価。
県単位で競う

●県としての活動内容を評価（質的評価）

●ＣＯ２削減量を評価（量的評価）

●各団体の基本データ

※県代表選考時の活動データ

●プレゼンテーションのインパクト

・発表方法
・活動の伝わり方
・感動・・・等

②ブロック大会での選考

※ブロック大会と同様の選考

③本選（全国大会）での選考

《アワード各賞》

◎大賞（最優秀賞）
○企画賞（最もインパクトのある取り組み）
○削減賞（量的削減に最も貢献）
○優秀賞（上記以外の４団体）
□特別賞（ＰＲ賞）

本選には出場しなくとも、アワードをＰＲする
上で最も露出が期待できる団体に対して

（例／タレントチーム等）

展開案③-2 「チーム・マイナス６％アワード」選考基準について
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１．実施概要の策定１．実施概要の策定

２．プレス発表２．プレス発表

４．活動実践期間（約５ヶ月）４．活動実践期間（約５ヶ月）

５．活動報告⇒チーム○○県代表を選出５．活動報告⇒チーム○○県代表を選出

６．ブロック大会（全国７ヶ所）６．ブロック大会（全国７ヶ所）

各ブロック毎に県代表が集まり、実施活動を総轄したプレゼンテーションを実施する。顔の見えやすい近県代表と競うことにより、活動にリアリティを持たせることが可能。プ
レゼンテーションの印象度と活動の基本データをもとに、ブロック代表を決定する。

地域メディアを通じて各県に予選会の模様を配信する。

７．アワード本選（全国大会）７．アワード本選（全国大会）

各ブロック代表７チームが東京（または京都）に集まり、本選を実施。
ブロック大会と同様に、プレゼンテーションを行う。

選考は「審査委員会」が活動データ、プレゼンテーションをトータルに判断して大賞ならびに各賞を決定する。
アワードは民放連など統一メディアを通して発表する。

★促進団体に対するインセンティブとして、大賞受賞チームは２００７年１１月に行われる第３回議定書締約国会議（COP/MOP３）へ出席

３．都道府県内参加団体への呼びかけ３．都道府県内参加団体への呼びかけ

各県ごとに「チーム○○県結成」、「チームマイナス６％アワード参加呼びかけ」の新聞広告を地方紙に掲出

マスメディアを通じて、全国にアワード実施を紹介し、チーム・マイナス６％の活動を告知する

展開案③-3 「チーム・マイナス６％アワード」実施の流れ
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126展開案③-3 第1回「チーム・マイナス６％アワード」実施フロー

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｔ
Ｍ
６
実
施
本
部

実施概要の策定期間

●
プ
レ
ス
発
表

説明会の実
施

●プラットフォーム作り

●チームＯＯ県結成

●
地
方
紙
名
刺
広
告
掲
出

地域活動推進期間

（評価対象期間８／１～１２／３１想定）

●
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

活動報告

県代表を選
考決定

■広報ツールキット作成
■イベントマニュアル作成（４月よりスタート）

ア
ワ
ー
ド
開
催
準
備

実施に向けた内容の決定と、県ごとの評価基
準の策定を行う

・全体スケジュール
・運営体制
・活動内容の評価ポイントについて
・チーム員の増加についての評価
・取組みのプレゼンテーションについて
・各項目の評価配分・・・等

マスメディアに向け、アワードの実施概
要を発表

・小池大臣からのメッセージ
・タレント応援団の出席
・著名な審査委員長
※民放連などの協力を想定
※全国知事会へのアプローチ等

県内各団体への実
施内容説明、参加
促進

体制の足場固め

モチベーションのアップ

・

・

・

・各県担当者への説明

・活動推進委員会の結成

・チーム○○県の結成

各都道府県ごとに、チーム○○県を
結成したことを伝える広告を地方紙
に掲載。「チーム・マイナス６％アワー
ド」への参加を県民に告知し参加を
呼びかける

・知事からのメッセージ
・チーム員企業の名刺広告
・ラジオパーソナリティからのメッセージ

団体ごとに活動
内容を県に報告。

県の選考委員会
にて県代表を決
定する

ブロックごとに各県代表が
集まり、取り組みを総轄し
たプレゼンテーションを実施。

最も優秀な団体をブロック
代表とする。

代表は本選（全国大会）
に出場

７地区のブロック代表による
本選を東京で実施。

大賞や各賞を決定する

「チーム・マイナス６％アワード」ＨＰの開設
各都道府県ごとに、参加団体の取組み内容などがリアルタイムわかるＨＰを開設。各県・参加
団体の行動内容をＰＲする場としても活用してもらう

●
ア
ワ
ー
ド
本
選

（
２
月
中
旬
）

（
３
月
中
旬
）

結
果
告
知

Ｔ
Ｍ
６
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

チ
ー
ム
・○
○
県
活
動
推
進
委
員
会
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６月 ７月 ８月 ９月 10月

ブラックイルミネーション キャンドルイベント

手作りうちわ教室

小学校
エコ縁日

廃油石鹸作り

文化祭エコラー
ニング

サッカー
草の根活動

11月 12月

打ち水
イベント

打ち水大作戦

ブラックイルミ
ネーション

既存の地域催事での
温暖化防止活動を推進
・文化祭・小学校催事・地域の祭り企業イベント、などに温暖化
防止プログラムを盛り込むように働きかける

重点課題③重点課題③

地域活性化のための実践的手法の提供地域活性化のための実践的手法の提供

地域における団体間の連携を高めるために、地域催事にタ
イミングを同期させて、施策を展開していく。

④ 既存の地域催事との連携強化

展開案④ 既存の地域催事での温暖化防止活動を推進
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施策名

チームプレーヤー

全国一斉ブラック・イルミネーション&キャンドル・ナイト

「ブラックイルミネーション事務局」・「100万人のキャンドルナイト事務局」
チーム・○○会活動推進委員会

アクション ◆既存の電力削減のイベントをより広く普及・浸透させる

■TM6実施本部及びブロック担当は、既存のブラックイルミネーション、
キャンドルナイトイベント主催者しているNGO団体などに協力を要請

■チーム・○○県活動推進委員会の商工会議所からはメインストリート沿いの商店、
企業に、そして、活動推進委員会の教育委員会からは地元の学校を通じて子ども達に
呼びかけを依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■「100万人のキャンドルナイト事務局」HPなどへのリンク

(環境省発表:アンケート結果を踏まえ、5.2％という参加割合を日本の人口に換算/ 2005年６月19日の夜8時～10時の間)

約6,640,000人(総参加者数:2005年推計実績)

22,716か所(ライトアップ施設やネオンサインの一斉消灯「ブラックイルミネーション」への参加を登録した施設)

ネオンサインなどの電力削減
参加家庭などの電力削減
参加企業などのオフィスの電力削減
廃油のリサイクル

｝

ターゲット 各都道府県民(地元企業、商店会、町内会、子ども達など)

レスポンス
(削減量/登録数)

展開案④ 連携施策案Ａ
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施策名

チームプレーヤー

全国1000万人の打ち水大作戦

NPO「打ち水大作戦本部」
チーム・○○活動推進委員会

アクション

ターゲット 各都道府県民(地元企業、商店会、町内会、子ども達など)

レスポンス
(削減量/登録数)

◆既存の水の再利用・省エネイベントを全国規模で展開

■TM6実施本部は、既に各地域で個別に行っている打ち水イベント主催者
であるNPO団体などに協力を要請

■チーム・○○県活動推進委員会の市町村の自治体からは町内会に
活動推進委員会の商工会議所からはメインストリート沿いの商店、企業に、そして、
活動推進委員会の教育委員会から地元の学校を通じて子ども達に呼びかけを依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■「打ち水大作戦本部」HPへのリンク

｝ ×約127,611,000
(2005年8月の日本の総人口)

参加家庭・企業などの電力削減
水資源の再利用

約1,340,000人
(2005年:都内23区の参加人数)

約12,530,000人
(2005年8月の東京都の人口)

約1,360,000人
打ち水大作戦参加者予測数(推定)

展開案④ 連携施策案Ｂ
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施策名

チームプレーヤー

小学校エコ縁日

全国各地の小学校や公民館で行う夏祭り主催者
チーム・○○県活動推進委員会

アクション

ターゲット 全国の小学生、地元町内会、商店会達、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆毎年行われている各地の小学校や公民館の夏祭りにエコ活動を導入

■チーム・○○県活動推進委員会は、全国各地の小学校や公民館で行われている
盆踊りなどの夏祭りの主催者、自治体、教育委員会、商工会議所など
へ小学校エコ縁日への協力を依頼

■広報ツール、実施マニュアルなどを関係先に配布

■町内会のチラシ、自治体広報誌、各地元の小学校のHPなどでのPR

｝参加家庭の電力削減
資源のリサイクル ×約23,000校

(全国にある小学校数)

×約50人
(1箇所でのエコ縁日参加者予想/推定) 約1,150,000人

エコ縁日参加者予測数(推定)仮に全国の小学校で夏祭りを1回行う仮定すると…

展開案④ 連携施策案Ｃ
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施策名

チームプレーヤー

文化祭・エコラーニング

全国各地の高等学校

アクション

ターゲット 全国の高等学校の生徒、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆高等学校のクラブ活動の中に「チーム・マイナス6%」に
取り組むクラブを創設し、その輪を広げようという試み

■チーム・○○県活動推進委員会は、都道府県の教育委員会に働きかけ、
各地域の高等学校にTM6クラブの創設を協力依頼

■実施マニュアル、エコ活用アイデア集などを関係先に配布

■各高校のHPなどでのPR、自治体広報誌、

｝TM6の普及
TM6実践者の広がり ×約5,500校

(全国にある高等学校数)

×約5人
(1校でのクラブのメンバー予想/推定) 約27,500人

TM6クラブ高校生参加者予測数(推定)

展開案④ 連携施策案Ｄ
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施策名

チームプレーヤー

サッカー草の根活動

Jリーグ＋エコ活動を既に実施しているサポーターズ・クラブ
チーム・○○県活動推進委員会

アクション

ターゲット 全国のJリーグファン、サッカー関係者、地域の子ども達など

レスポンス
(削減量/登録数)

◆Jリーグの中で、行われ始めたリユース・カップなどのエコ活動を
より多くのサッカー・ファンに広める

■TM6実施本部、TM6ブロック担当は、Jリーグやエコ活動を既に実践しているチームや
サーポーターズクラブに協力を依頼

■チーム・○○県活動推進委員会は、地元にあるJ1J2チーム、サポーターズクラブ、
スタジアムなどへエコ活動を協力を呼びかけます

■実施マニュアル、エコ活用アイデア集などを関係先に配布

■Jリーグ、J1・J2各チームのHPなどでのPR

｝
延べサッカーサポーター兼TM6サポーター予測数(推定)

リサイクル活動
TM6の普及
TM6実践者の広がり

平均125466人
(昨季のJ1J2の年間観客動員数)

×31チーム
(J1J2の合計チーム数)

約1,500,000人

展開案④ 連携施策案Ｅ
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施策名

チームプレーヤー

アクション

ターゲット

レスポンス
(削減量/登録数)

展開案④ 連携施策案Ｆ

地球市民村参加NPO/NGO連動企画

地球市民村参加NPO/NGO
チーム・○○会ﾘｰﾀﾞｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

■各団体の会員情報誌などで、TM6参加への呼びかけ

■ガールスカウト少女会員に対して、TM6参加を呼びかけ、実践したことと
バッチ獲得を連動させる

■環境団体を中心に、地球市民コンセプトブック「私にできることはなんだろう。」の
読み聞かせの会の実施

■自然エネルギー推進市民フォーラムの協力のもと、エネルギー教育の実施

■CO2削減についての具体的なアイディアを提供
＜運動推進協力先:中部リサイクル運動市民の会など＞

■プロオーシャンアスリート・荒木汰久治氏による、移動環境教室

各NPO/NGOの会員、各地域の子どもから大人まで

オイスカ:約8,000人～12,000人
ガールスカウト:約53,000人 など

オイスカ : 開発途上国の農村地域を中心とした「人づくり」協力を活動の基本とし、1961年の発足以来、農業の改良や普及などの活動を通じて、途上国の食糧増産、貧困削減に尽力しているNGO 
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施策名

チームプレーヤー

チーム・マイナス６％チーム員社会科見学

全国のチーム員企業＋全国各地の小中学校

アクション

ターゲット 全国のチーム員企業＋全国各地の小中学生・先生

◆小中学校の総合学習の時間を活用し、企業が取り組んでいる環境活動を社会化見 学を
通じて子供たちが学習。環境問題を考える“気づき”を与える。
普段積極的に伝えにくい環境保全活動を企業としてPRでき、また学校は授業内容に困ってい
る総合学習にテーマを与えることが出来、そして企業現場でどのような環境に対しての取り組
みが行われているかをリアルに児童生徒、個人チーム員に伝えることが出来る。

■チーム・○○県幹事会は、チーム員企業に働きかけ、社会化見学の協力を依頼。
また都道府県の教育委員会に働きかけ小中学校への社会科見学の参加を依頼。

■各学校のHPで紹介、自治体のHP、広報誌等で取り上げる。

展開案④ 連携施策案Ｇ
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①まず簡単な事で良いので取り組むこと
（または、すでにやっていることをわかりやすく取り上げること）

②それを成功体験として、活動推進委員会が広報すること

県単位チームの県全域での
活動促進するために必要なこと

ブロック担当のミッション

◎「地域」の有力なステークホルダーを繋ぐ体制づくりのコーディネート

・県単位チームの活動情報が地域の記者クラブや一般媒体に定期的に配信されるための広報ノウハウのサポート
・県単位チームの活動情報を集約するリレーション機能と体制づくり
・実施本部からのＰＲメッセージ・ＰＲツールを県単位チームの活動推進委員会から各ステークホルダーに配信する機能と体制づくり
・県単位チーム員からの情報を実施本部にリレーションする機能と体制づくり

・県単位の活動を推進する活動推進委員会の結成（活動推進委員会を作ることを前提に場を設ける。関係作りのサポート
・活動推進委員会からのトップダウンアプローチが有効な地域のステークホルダーにチームへの参加を呼びかける（団体チーム員拡大）
・各ステークホルダーがチーム員になることで、ＰＲのタッチポイントが増強
・「地域」の「地球温暖化防止活動」の推進母体として期待されるＮＰＯ・ＮＧＯ、地縁組織との協力関係の強化

◎リレーション機能と体制の整備と広報ノウハウのサポート

同時に実施本部から、イベント情報・実施ノウハウを、速やかに各県の活動推進委員会に伝授する

九州・沖縄

北海道

東北

関東

中部

関西

中国・四国

⑤チーム・マイナス6%ブロック担当の新設

・全国を7ブロックに分割。各ブロック毎に事務局員を配置。・
地域のステークホルダーをネットワークキングするコーディネーター
として機能させる

重点課題④重点課題④

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

個々の活動をチーム・マイナス6%の
活動として束ねる支援体制整備

展開案⑤ チーム・マイナス6%ブロック担当の新設

都道府県センター、及び活動推進委員会をタイムリーに、バックアップするために、
チーム・マイナス6%事務局の中に全国7ブロックの担当を新設する

・地方環境事務所設置地域にブロック担当を開設
（①北海道、②東北、③関東、④中部、⑤関西、⑥中国・四国、⑦九州・沖縄）

・各ブロック毎に、チーム・マイナス６％事務局員をブロック担当として配備（顔が見えるアプローチ）

⑤ チーム・マイナス６％ブロック担当新設
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8.「効果測定の実施」について

計画詳細篇



Copyright © 2006 Hakuhodo All Rights Reserved. STRICTLY CONFIDENTIAL

137詳細篇① 調査票

既に以下の4種類の調査に関しては、平成18年度に集中的に取り組む取組１、４、５の内容を中心に充実させた
“個人調査”、そして“企業・団体”調査、そしてそれぞれのチーム員調査を準備済。

個人調査 企業・団体調査

一般個人 チーム登録個人 一般企業・団体 チーム登録企業・団体

調査内容

サンプリング

サンプル数

対象者

調査目的

調査手法

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度を測定する。

全国の１０歳以上の一般男女

調査会社所有のインターネットパネル（全国で会
員数約４万名）から無作為抽出

インターネット調査

１２００人

主な調査項目

・各エネルギー使用商品の消費実態（エアコン/電化

製品／シャワー／自動車など）

・地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの

認知／理解度

・６つの取り組みに関する個々の実践状況の把握

・チーム・マイナス６％に関する参加実態等の把握

日常の業務における地球温暖化防止活動の実践
度を測定する

全国の一般企業、従業員数50名以上

調査会社所有のビジネスマンモニター

インターネット調査

回収数：1000件

主な調査項目

・チーム・マイナス６％に関する参加実態の把握

・ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握

・オフィスでのエアコン／クーラーの使用状況の把握

・温暖化防止対策活動の実践状況の把握

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％個人登録者

チーム・マイナス６％個人登録者

インターネット調査

個人登録者のメール配信希望者の中の返信者

主な調査項目

・各エネルギー使用商品の消費実態（エアコン/電化

製品／シャワー／自動車など）

・地球温暖化問題および温暖化に関するトピックの

認知／理解度

・６つの取り組みに関する個々の実践状況の把握

普段の生活における地球温暖化防止活動の実践
度、チームの活動状況を測定する。

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

チーム・マイナス６％企業・団体登録者

インターネット調査

メール配信による調査の返信者

主な調査項目
・ＣＯＯＬ BIZの実践状況の把握

・オフィスでのエアコン／クーラーの使用状況の
把握
・温暖化防止対策活動の実践状況の把握
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ウ) 制作物の概要
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139制作物① （新聞広告）

4月28日
小泉総理による
キックオフ宣言広告案
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140制作物② （新聞広告）

5月11～12日
小池大臣による取組４に向けての
「環境技術をご家庭に。」宣言広告案
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141制作物③ （ＴＶＣＦ）

5月16～31日
「環境技術をご家庭に。」ＴＶCF案①
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142制作物④ （ＴＶＣＦ）

5月16～31日
「環境技術をご家庭に。」ＴＶCF案②
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エ) 実施体制
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144「実施体制」①： 「実施本部」の設置と主な役割・担当

図表 「実施本部」の設置と主な役割・担当

(1) 全体計画/管理(1) 全体計画/管理

(2) 団体との連携(2) 団体との連携

(3) 「６つの取組」(3) 「６つの取組」

(4) 健全な危機意識の醸成(4) 健全な危機意識の醸成

(5) 集中キャンペーン(5) 集中キャンペーン

(6) WEB(6) WEB

(7) チーム員100万人(7) チーム員100万人

(8) 効果測定(8) 効果測定

(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ(9) 事務局/ｱﾌﾀｰﾌｫﾛｰ

組織図

■ 全体戦略 (立案/提案/調整(環境省/博報堂))
・ H18年度提案書(４月ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ)
・ H18年度下期提案書
・ 財務省予算獲得提案書立案
・ H19年度提案書

■ 全体実行計画 (立案/管理)
・ ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

■ 全体進捗報告 (環境省/博報堂)
・ 月次報告
・ 四半期報告/上期報告/下期報告
・ 最終報告

■ ﾄｯﾌﾟ営業 (企画/ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ/ﾌｫﾛｰ)
・ 経団連/経済同友会(北城代表)
・ 企業 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度100社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規100社)
・ ISP/ﾎﾟｰﾀﾙ 社長/役員ｸﾗｽ

(H17年度8社ﾌｫﾛｰ/H18年度新規10社)
■ 予算配分 (計画/立案/交渉/進捗管理/承認)

・ 「予算配分の考え方」進化
・ H18年度予算計画立案

■ 全体管理仕組み作り
・ 営業進捗
・ 予算進捗
・ 組織/役割/責任 改善
・ 課題管理

■ 博報堂のﾌｫﾛｰ
・ 組織/人事変更の場合

(8) 効果測定
・ 各施策の中間指標測定
・ 各施策のCO2削減量測定

(6) WEB
・ 外部ｻｲﾄとの連携
・ チーム員同士の連携強化

(7) チーム員100万人
・ ﾂｰﾙによる登録誘導
・ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

(9)アフターフォロー
・ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ 各施策の進捗ﾚﾋﾞｭｰ/管理/ﾌｫﾛｰ
(2) 団体との連携

・ 地域における活動活性化の為の体制づくり
(3) 「６つの取組」

・ 取組1 「COOL BIZ」/ 「WARM BIZ」
・ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 取組2 (水道利用を通した削減)
・ 取組3 (自動車利用を通した削減)
・ 取組6 (電源を通した削減)

(4) 健全な危機意識の醸成
・ ｺﾝﾃﾝﾂの活用

(5) 集中キャンペーン
・ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

各組織の主要な役割 担当者

・栫井
・ｺﾐｯﾃｨ

石寺、宮久、伊藤、
松永、桜井、三村、染谷

・イーソリューションズ

「実施本部」
■ 地域における活動活性化のための体制づくり

・ 地域毎に競い合うﾒﾆｭｰ構築
・ 全国同時開催「象徴イベント」への参加
・ チーム員同士の連携支援

■ 取組1 「COOL BIZ」
・ 「COOL BIZ」未浸透企業への対応

(経団連、賛同企業、ｱﾊﾟﾚﾙ、小売)
・ 「エコアジア2006」によるｱｼﾞｱへの波及
・ ﾒﾃﾞｨｱとの連携による情報発信

■ 取組1 「WARM BIZ」
・ 衣食住の観点から「WARM BIZフェア」実施

■ 取組4 「省ｴﾈ製品買替」
・ 企業連携(家電ﾒｰｶｰ、量販店、eｺﾏｰｽ) 
・ NPOとの連携(家電買い替え融資ﾓﾃﾞﾙ) 
・ 診断ﾂｰﾙの開発/利用促進

■ 取組5 (ゴミを通した削減)
・ 企業、団体との連携によるエコバッグ、ふろしき普及

(ﾕﾆﾁｬｰﾑ,ﾘｸﾙｰﾄ,JOC,JFA,新聞社,ﾌｼﾞﾃﾚﾋﾞ)
・ふろしきによる包装導入

(ﾙｲ･ｳﾞｨﾄﾝ、百貨店協会、日比谷花壇)
■ 取組2 (水道利用を通した削減)

・ 企業連携(INAX、TOTO)
■ 取組3 (自動車利用を通した削減)

・ 企業/団体連携(出版社、道の駅)
・ ｺﾝﾃﾝﾂによるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの普及(歌、CS放送)

■ 取組6 (電源を通した削減)
・ ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝｲﾍﾞﾝﾄ 表参道ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ

■ 環境技術ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 「環境技術立国」宣言広告
・ テレビ特番「地球環境ｽﾍﾟｼｬﾙ」
・ 小池大臣広告

■ 取組4「省ｴﾈ製品買替」集中ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
・ 家電各社純粋広告連動
・ タグラインタイアップ（団塊企画）
・ もったいない企画

モッタイナイＴＶＣＭ、マータイさん企画
「買い替え ｖｓ MOTTAINAI」

・ 団塊マーケット向け買替促進企画

■ 各施策の中間指標測定
■ 各施策のCO2削減量測定

(CO2削減に直接効果のない施策は
間接的な指標を用いて評価)

■ 外部ｻｲﾄとの連携
・ Yahoo！JAPAN環境月間での連携
・ i-modeｻｲﾄとの連携

■ ｺﾝﾃﾝﾂの活用
・ ｵﾘｼﾞﾅﾙ映像の配信､環境関連映像のｱｰｶｲﾌﾞ化
・ ｱｰﾃｨｽﾄｺﾗﾎﾞ､日本ｻｯｶｰ協会･ﾌﾟﾛ野球OBｸﾗﾌﾞｺﾗﾎﾞ
・ 調査研究機関の成果を広報
・ 「温暖化の気象への影響」ﾒﾙﾏｶﾞの配布

■ ﾂｰﾙによる登録誘導
■ チーム員ﾒﾘｯﾄによる登録誘導

■ 一般個人向け対応、一般企業向け対応

■ チーム員同士の連携強化
・ 地方団体との連携強化
・ 個人チーム員同士の連携強化

各組織の主要な役割 担当者

・野村
・小谷/松風、加藤/水口
・波房/西+4名 、川廷/山口

・鶴田/西山/松永
・宮久/木原
・伊藤/本橋/五十嵐/加藤
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・伊藤、小谷、後藤
・桜井、川廷、石川

・桜井/川廷/田中/石川
・伊藤
・鶴田/木原
・宮久/伊藤

・三村/染谷/音部/宇野
・桜井/川廷/石川
・営業1名

・三村/染谷/音部/大久保
・営業1名

・石寺/吉田/古賀/夏目

・今村/竹林/高見 ＋1名
・村上/安光/片岡
・藤田/伊藤(玉)/島田/栄田
・電話ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ2名

対応営業2名

対応営業2名

共通
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創業    1895 年（明治 28 年）10 月 6 日 （設立 1924 年 2 月 11 日） 
資本金  358 億 48 百万円 
売上高  6,972 億 81 百万円 （2004 年 4 月～2005 年 3 月） 
社員数  2,896 人 （2005 年 4 月 1 日現在、契約社員含む） 
代表取締役社長 成田純治 

本社    〒108－8088 東京都港区芝浦三丁目 4 番 1 号 
http://www.hakuhodo.co.jp 

 

株式会社 博報堂

Hakuhodo Incorporated

＜主な事業内容＞

（1）新聞、雑誌、ラジオ、テレビ、インターネット、その他の広告、

セールスプロモーションおよびパブリックリレーションズ業務の取扱い

（2）屋外広告物、展示、室内装飾等の設計管理、施行

（3）広告、広報などを目的とする建設工事の設計管理、施工

（4）広告に関する調査（市場調査、市場分析、広告調査）

（5）図書および定期刊行物の出版と販売

（6）イベント及び興行の企画、構成、実施

（7）音声、映像のソフトウェアの企画、制作、製造、販売、賃貸

（8）その他前各号に付帯する一切の業務

・株式会社博報堂

一級建築士事務所

大臣許可

特定建設業（特-9）第15926号

・（株）博報堂ＤＹホールディングス

：2005年2月東証一部に株式上場

・ISO14001

（環境マネジメントシステム）

：カスタマーマーケティング局、

コーポレートコミュニケーション局

JQA-EM1103

・BS7799 およびISMS適合性評価

制度（情報セキュリティ規格）

：2005年12月取得

会社概要①



＜全国に広がる多彩な博報堂ネットワーク＞

＜多彩な取引先＞

●多彩なネットワークを活かしたご提案が可能です。

（国内支社・営業所 他）

◆関西支社（京都営業所）

◆中部支社

◆九州支社（鹿児島営業所）

◆(株)博報堂ＤＹホールディングス

◆(株)博報堂ＤＹメディアパートナーズ

（国内関係会社）

◆(株)北海道博報堂

◆(株)青森博報堂

◆(株)盛岡博報堂

◆(株)仙台博報堂

◆(株)福島博報堂

◆(株)新潟博報堂

◆(株)北陸博報堂

◆(株)静岡博報堂

◆(株)中国博報堂

◆(株)四国博報堂

◆(株)ＨＡＫＵＨＯＤＯ ＤＥＳＩＧＮ

◆(株)博報堂ブランドコンサルティング

◆(株)博報堂ジーワン

◆(株)ジーワン・ワールドワイド

◆(株)博報堂プロダクツ

◆(株)博報堂リンタス

◆(株)博報堂イン・プログレス

◆(株)博報堂クリエイティブ・ヴォックス

◆(株)博報堂アイ・スタジオ

◆(株)アドスタッフ博報堂 他

（民間企業）アサヒビール、キリンビール、サントリー、サッポロビール、花王、日本リーバ、ライオン、ＮＴＴドコモ、
ボーダフォン、ＫＤＤＩ、日産自動車、トヨタ自動車、本田技研工業、マツダ、富士重工業、スズキ、日興コーディ
アル証券、松下電器産業、日本電気、キャノン販売、シャープ、富士通、東芝、三菱電機、日立製作所、全日本
空輸、ＴＩＦＦＡＮＹ＆Ｃｏ．、キリンビバレッジ、日本コカ・コーラ、ネスレ、ハウス食品、日清食品、味の素、カゴメ、
ミツカン、ロッテ、Ｊリーグ、宝島社、日本スポーツ振興くじ、日本マクドナルド、ＪＲＡ、シマノ、東京三菱銀行、ソ
ニーマーケティング、任天堂、アリコジャパン、イトーヨーカ堂、イオン、資生堂、小林製薬、大正製薬、大塚製
薬、武田薬品工業、アコム、ＮＴＴ東日本 他多数

（官公庁）各省庁、地方自治体、外郭団体の広報・普及促進活動等にご協力

会社概要②

（博報堂ＤＹグループ 広告事業会社）

◆（株）大広

◆（株）読売広告社
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149博報堂実績の選択ポイント

• 平成17年度『地球温暖化防止大規模「国民運動」』推進事業

（＝「チーム・マイナス６％」の普及啓発実績）

• マスメディア自体と連携した近年の実績

• 愛知万博（愛・地球博）における実績

• 環境テーマに普及啓発した近年の実績

• 環境テーマにおけるシンボルづくりに秀でた近年の実績

『地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業』
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● 平成１７年度『地球温暖化防止大規模「国民運動」推進事業』
～「チーム・マイナス６％」～

普及啓発業務／環境関係業務／同規模キャンペーンの実績①－１

4月29日新聞掲載

• 京都議定書の発効（2005年2月16日）にあわせた地球温暖化防

止の取組を”チーム・マイナス６％”という名付け、ロゴマークを用い

て広く国民に温暖化防止の取組を呼び掛けました。

• チーム・マイナス６％への登録数は２月９日現在で、4,958の企業・

団体に加え、178,000人を超す個人での登録があります。

• チーム・マイナス６％のＰＲと登録促進を様々な場所で行ないまし

た。

6月1日新聞掲載

7月13日新聞掲載

公式ホームページ
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博報堂は、5月17日に「チーム・マイナス６％」に企業参加して以降、社長以下2900人の全社員が一丸
となって地球温暖化防止に取り組んできました。（現在も継続して活動中）

①６月１日に、社内イントラネットを通じて、社長から全社員に対して、博報堂が「チーム・マイナス６％」に参加しＣＯ２排出削
減のために具体的に取り組むことを全社に周知。

②同時に、社長を委員長とする全社横断組織「チーム・マイナス６％」推進委員会を設立。

③7月1日～9月30日の間、冷房温度を28℃に設定。

④これに伴い、男性社員に対して、夏季期間中のノーネクタイを奨励。

⑤7月1日に、全社員に「チーム・マイナス６％」キャンペーンピンバッジを配布し、啓発を徹底。（2900人分）

⑥同時に、グループ企業である博報堂ＤＹメディアパートナーズ他関係会社にもピンバッジを配布。（2300人分）

⑦「チーム・マイナス６％」ロゴマーク入りの名刺を全社員に配布。（＠100枚×2900人＝全29万枚）
取引先企業に対して、博報堂の取組をアピールするとともに、「チーム・マイナス６％」への参加を呼びかけ。

名刺での記載例

博報堂自身の「チーム・マイナス６％」活動実績①
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⑧社内イントラネットのスクリーンセイバーを媒体化し、“冷房温度28℃の徹底”、“使用しない会議室の消灯の徹底”、

“退社時のＰＣの電源ＯＦＦの徹底”を社内啓発。

⑨6月19日のライトダウンイベント「ブラックイルミネーション2005」に企業参加し、当日20：00～22：00の２時間、

博報堂の全フロアを消灯。さらに、ビル管理会社を通じて協力を要請し、他社の入居フロアも消灯。

⑩社員家族向け社内報「はくほうファミリー」を通じて、社員の家族にも啓発を実施。（2900世帯に配布）

特集タイトル「みんなで参加しよう、チーム・マイナス６％」（社員と家族から、家庭での省エネアイデアを募集・掲載）

⑪冬季（12月1日～）の空調温度に関しては、機密性に優れたビルのため、そもそも暖房機能が無いことから、
総務局がビル管理会社と協議・検討し、最もエネルギー消費量の少ない25℃を設定温度とし、全社に徹底。

博報堂自身の「チーム・マイナス６％」活動実績②

■これらの活動の結果、博報堂本社ビルにおける平成17年度の電気使用量は前年度比で94.81％となりました。

社内報での掲載


